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【届出】設置に係る設置計画履行状況報告書

注１

（注）１　「計画の区分」は設置時の基本計画書「計画の区分」と同様に記載してください。

　作成担当者

当該番号を記載してください。

　　担当部局（課）名　　教育支援部教学支援課

・大学院設置の場合：「○○大学大学院」

・大学院の研究科の設置の場合：「○○大学大学院　○○研究科」

例）　○○大学　△△学部　□□学科

（旧名称：◇◇学科（平成◇◇年度より学科名称変更））

・短期大学の学科の設置の場合：「○○短期大学　△△学科」

設置時から対象学部等の名称変更があった場合には、表題には現在の名称を記載し，その下欄に

（　　）書きにて、設置時の旧名称を記載してください。

２　大学院の場合は、表題を「○○大学大学院　・・・」と記入してください。

https://www.mext.go.jp/b_menu/toukei/mext_01087.html

なお、該当がない場合は、本番号は学校基本調査での「学校コード」と同様の番号ですので、

・大学院の研究科の専攻の設置等の場合：「○○大学大学院　○○研究科　○○専攻（修士課程）」

・通信教育課程の開設の場合：「○○大学　△△学部　□□学科（通信教育課程）」

３　学校コードについては、以下URLを確認の上、該当番号を記載してください。

・学部の学科の設置の場合：「○○大学　△△学部　□□学科」

表題は「計画の区分」に従い、記入してください。

例）

・学部の設置の場合：「○○大学　△△学部」

・大学の設置の場合：「○○大学」

注３

注2

https://www.mext.go.jp/b_menu/toukei/mext_01087.html
https://www.mext.go.jp/b_menu/toukei/mext_01087.html
https://www.mext.go.jp/b_menu/toukei/mext_01087.html
https://www.mext.go.jp/b_menu/toukei/mext_01087.html
https://www.mext.go.jp/b_menu/toukei/mext_01087.html
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設　　置　　時 変　更　状　況 備　　　考

（タカハシ　ハルカ） （イズミ　ヤスユキ）

高橋　遠 泉　康幸

（平成３０年５月） （令和３年５月）

（ミキ　チトシ）

三木　千壽

（平成２７年１月）

（オオウエ　ヒロシ） （イワオ　トオル）

大上　浩 岩尾　徹

（平成３０年４月） （令和３年４月）

（イイジマ　マサノリ） （ハシモト　ヨシタケ）

飯島　正徳 橋本　義武

（令和２年４月） （令和３年４月）

（注）・「変更状況」は、変更があった場合に記入し、併せて「備考」に変更の理由と変更年月日、報告年度を

　　　（　）書きで記入してください。

　　　（例）令和３年度に報告済の内容　→（３）

　　　　　　令和４年度に報告する内容　→（４）

　　　・昨年度の報告後から今年度の報告時までに変更があれば、「変更状況」に赤字にて記載（昨年度までに報告

　　　　された記載があれば、そこに赤字で見え消し修正）するとともに、上記と同様に，「備考」に変更理由等を

　　　　記入してください。

　　　・大学院の場合には、「職名」を「研究科長」等と修正して記入してください。

　　　・大学独自の職名を設けていて当該職位がない場合は、各職に相当する職名の方を記載してください。

　　　　ください。

理 事 長

（４） 管理運営組織

学 部 長

主任教授

任期満了に伴う変更
令和3年5月27日 (4)

任期満了に伴う変更
令和3年4月1日（3）

学　　長

職　　名

任期満了に伴う変更
令和3年4月1日（3）

１　調査対象大学等の概要等

（１） 設　置　者

　　　　学校法人五島育英会

　　　・対象学部等が複数のキャンパスに所在する場合には、複数のキャンパスの所在地をそれぞれ記載して

　　　　東京都市大学

　　　　東京都世田谷区玉堤一丁目２８番１号

（注）・対象学部等の位置が大学本部の位置と異なる場合、本部の位置を（　）書きで記入してください。

（２） 大　学　名

　　　　〒１５８－８５５７

（３） 調査対象大学等の位置
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（注）・　当該調査対象の学部の学科または研究科の専攻等、定員を定めている組織ごとに記入してください（入試

　　　　区分ごとではありません）。

　　　・　なお、課程認定等によりコースや専攻に入学定員を定めている場合は、法令上規定されている最小単位

　　　　（大学であれば「学科」、短期大学であれば「専攻課程」）のほか、それらのコースや専攻単位でも記載したものを、

　　　　別ファイルにて提出してください（作成方法は、事務連絡「令和４年度の履行状況報告書の提出について（依頼）を
　　　　確認してください）。

　　　・　様式は、平成３０年度開設の４年制の学科の完成年度を越えて報告する場合（令和４年度までの５年間）ですが、
　　　　完成年度を越えている場合は別途ご連絡ください。

　　　・　留学生については、「出入国管理及び難民認定法」別表第一に定められる「『留学』の在留資格（いわゆる

　　　　「留学ビザ」）により、我が国の大学（大学院を含む。）、短期大学、高等専門学校、専修学校（専門課程）

　　　　及び我が国の大学に入学するための準備教育課程を設置する教育施設において教育を受ける外国人学生」を

　　　　記載してください。

　　　・　短期交換留学生など、定員内に含めていない学生については記入しないでください。

　　　に報告書を作成してください。

　理工学部

　　自然科学科

　学士（理学）

年 人 人 人

対象年度

区　分 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期

人 人 人 人 人 人 人 人 人 人

1328 － 1156 － 984 －

(　 　) (　 　) (　 　) (　 　) ( － ) ( － ) (　0　) ( － ) (　0　) ( － )

[ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [  3  ] [ － ] [  2  ] [ － ] [  0  ] [ － ]

1295 － 1110 － 943 －

(　 　) (　 　) (　 　) (　 　) ( － ) ( － ) (　0　) ( － ) (　0　) ( － )

[ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [  2  ] [ － ] [  2  ] [ － ] [  0  ] [ － ]

364 － 412 － 326 －

(　 　) (　 　) (　 　) (　 　) ( － ) ( － ) (　0　) ( － ) (　0　) ( － )

[ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [  2  ] [ － ] [  0  ] [ － ] [  0  ] [ － ]

61 － 60 － 72 －

(　 　) (　 　) (　 　) (　 　) ( － ) ( － ) (　0　) ( － ) (　0　) ( － )

[ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [  2  ] [ － ] [  0  ] [ － ] [  0  ] [ － ]

入学定員超過率
Ｂ／Ａ

（注）・　報告年度の５月１日現在の情報を記入してください。（過年度については、各年度末時点の情報として記入してください。）

　　　・　（　 ）内には、編入学の状況について外数で記入してください。なお、編入学を複数年次で行って

　　　　いる場合には、((  ))書きとするなどし、その旨を「備考」に付記してください。 該当がない年度には

　　　　「－」を記入してください。

　　　・　転入学生は記入しないでください。

　　　・　[ 　 ]内には、留学生の状況について内数で記入してください。該当がない年には「－」を記入してください。

　　　・　学期の区分に従い学生を入学させる場合は、春季入学とその他の学期（春季入学以外の学期区分を設けている

　　　　場合）に分けて数値を記入してください。春季入学のみの実施の場合は、その他の学期欄は「－」を記入して

　　　　ください。また、その他の学期に入学定員を設けている場合は、備考欄にその人数を記入してください。

　　　・　「入学定員超過率」については、各年度の春季入学とその他の学期を合計した入学定員、入学者数で算出

　　　　してください。なお、計算の際は小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで記入してください。

　　　・　「平均入学定員超過率」には、開設年度から報告年度までの入学定員超過率の平均を記入してください。

　　　　計算の際は「入学定員超過率」と同様にしてください。なお、完成年度を越えて報告書を提出する大学等は、

　　　　報告年度（令和４年度）から起算した修業年限に相当する期間の入学定員超過率の平均を記載してください。

　　　・「開設年度から報告年度までの平均入学定員超過率」は、完成年度を越えて報告書を提出する大学等のみ

　　　　記入してください。完成年度を越えていない場合は「－」を記入してください。

備　　考
平均入学定員

超 過 率

開設年度から
報告年度まで
の平均入学定

員超過率

1.20

60

(　 － 　)

[　 － 　]

1.00

[ 　　　 ]

Ｂ　 入学者数

(　　 　)
Ａ　 入学定員

志願者数

受験者数

[　 － 　] [　 － 　]

（５）　調査対象学部等の名称、定員、入学者の状況等

　（５）－①　調査対象学部等の名称等

　　　　（その２の１））」の「学位又は学科の分野」と同様に記入してください。

（注）・　定員を変更した場合は、「備考」に変更前の人数、変更年月及び報告年度を（　）書きで記入してください。

　　　・　「学位又は学科の分野」には、「認可申請書」又は「設置届出書」の「教育課程等の概要（別記様式第２号

理学関係
年次

編入学定員 収容定員
備　考

新規入学者を
募集中4 60 240

調査対象学部等の
名称（学位）

学位又は学科
の分野

設 置 時 の 計 画

修業年限 入学定員

学生募集の停
止について

　 　 ・　学生募集停止を予定している場合は、「学生募集の停止について」で「新規入学者を募集停止予定」を選択すると
　　　　　ともに、「備考」に「令和○年度から学生募集停止（予定）」と記載してください。

合格者数

　　　・　基礎となる学部等がある場合には、「備考」に基礎となる学部等の名称を記入してください。

　（５）－②　調査対象学部等の入学者の状況

令和４年度令和３年度平成３０年度 令和元年度 令和２年度

60

(　　 　) (　 － 　)

1.01

(　 － 　)

[ 　　　 ]

60

1.07倍 ―

2



対象年度

学　年 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期

61 － 60 － 72 －

[　 　] [　 　] [　 　] [　 　] [  2  ] [　－　] [　0　] [　－　] [　0　] [　－　]

（　　） （　　） （　　） （　　） （　－　） （　－　） （　－　） （　－　） （　－　） （　－　）

59 － 62 －

[　　 ] [　 　] [　　 ] [　 　] [  2  ] [　－　] [　0　] [　－　]

（　　） （　　） （　　） （　　） （　－　） （　－　） ( 2 ) （　－　）

57 －

[　　 ] [　 　] [　　 ] [　 　] [  2  ] [　－　]

（　　） （　　） （　　） （　　） （　－　） （　－　）

[　　 ] [　 　] [　　 ] [　 　]

（　　）（　　）（　　）（　　）

（注）・　報告年度の５月１日現在の情報を記入してください。（過年度については、各年度末時点の情報として記入してください。）

　　　・　[ 　 ]内には、留学生の状況について内数で記入してください。該当がない年度には「－」を記入してください。

　　　・（　）内には、留年者の状況について、内数で記入してください。該当がない年には「－」を記入してください。

　　　・　編入学生や転入学生も含めて記入してください。その際、備考欄に人数の内訳を記入してください。

　　　・　学期の区分に従い学生を入学させる場合は、春季入学とその他の学期（春季入学以外の学期区分を設けている

　　　　場合）に分けて数値を記入してください。春季入学のみの実施の場合は、その他の学期欄は「－」を記入して

　　　　ください。また、その他の学期に入学定員を設けている場合は、備考欄にその人数を記入してください。

　　　・　「計」については、各年度の春季入学とその他の学期を合計した在学者数、留学生数を記入してください。

　（５）－③　調査対象学部等の在学者の状況

（　　　　 ） （　　　　 ） （ － ）

平成３０年度 令和元年度

計

備　　　　　考

61 191

[　　　 　] [　　　　 ] [　2　] [　2　]

４年次

１年次

２年次

３年次

（2 ）

令和２年度

（ － ）

119

令和４年度令和３年度

[　2　]
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　（５）－④　調査対象学部等の退学者等の状況

人 人 平成３０年度 人 人

平成３０年度 人 人

令和元年度 人 人

平成３０年度 人 人

令和元年度 人 人

令和２年度 0 人 0 人

平成３０年度 人 人

令和元年度 人 人

令和２年度 2 人 0 人 他の教育機関への転学（1名）、除籍（1人）

令和３年度 0 人 0 人

平成３０年度 人 人

令和元年度 人 人

令和２年度 0 人 0 人

令和３年度 0 人 0 人

令和４年度 0 人 0 人

2 人 2 人 0 人

（注）・　数字は、報告年度の５月１日現在の数字を記入してください。　

　　　・　各対象年度の在学者数については、対象年度の人数を記入してください。（在学者数から退学者数を減らす必要はありません。）

　　　・　内訳については、退学した学生が入学した年度ごとに記入してください。また、留学生数欄の人数については、退学者数の内数を記入してください。

　　　・　在学者数、退学者数には編入学生や転入学生も含めて記入してください。

　　　・　「主な退学理由」は、下の項目を参考に記入してください。その際、「就学意欲の低下（○人）」というように、その人数も含めて記入してください。

　　　　　　（記入項目例）・就学意欲の低下　　　・学力不足　　　・他の教育機関への入学・転学　　　　　　　・海外留学

　　　　　　　　　　　　　　　・就職　　　・学生個人の心身に関する事情　　　　・家庭の事情　　　・除籍　　　　・その他

　（５）－⑤　調査対象学部等の年度ごとの退学者の割合

【平成３０年度】

平成３０年度の退学者数（ａ） 0
平成３０年度の在学者数（ｂ） 0

【令和元年度】

令和元年度の退学者数（ａ） 0
令和元年度の在学者数（ｂ） 0

【令和２年度】

令和２年度の退学者数（ａ） 0
令和２年度の在学者数（ｂ） 61

【令和３年度】

令和３年度の退学者数（ａ） 2
令和３年度の在学者数（ｂ） 121

【令和４年度】

令和４年度の退学者数（ａ） 0
令和４年度の在学者数（ｂ） 191

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

#DIV/0! ％

#DIV/0! ％

0 ％

= = 0 ％

1.65 ％=

=

=

=

=

=

=

=

人

0

合　　計

人

令和３年度 121 人 2 人

人令和４年度 191 人 0

人令和２年度 61

退学者数
主な退学理由

（留学生の理由は[　]書き）

　　　区　分

対象年度
うち留学生数

平成３０年度

令和元年度

在学者数（b） 退学者数（a）

内訳

入学した年度

人
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【令和４年度】

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

哲学(1) 1前 2 1 哲学(1) 1前 2 1

哲学(2) 1後 2 1 哲学(2) 1後 2 1

倫理学(1) 1前 2 1 倫理学(1) 1前 2 1

倫理学(2) 1後 2 1 倫理学(2) 1後 2 1

倫理学(a) 1後 1 1 倫理学(a) 1後 1 1

倫理学(b) 1後 1 1 倫理学(b) 1後 1 1

文化人類学 1後 2 1 文化人類学 1後 2 1

視覚芸術史(1) 1前 2 1 視覚芸術史(1) 1前 2 1

視覚芸術史(2) 1後 2 1 視覚芸術史(2) 1後 2 1

デザイン概論(1) 2前 2 1 デザイン概論(1) 2前 2 1

デザイン概論(2) 2後 2 1 デザイン概論(2) 2後 2 1

日本文学 2前 2 1 日本文学 2前 2 1

日本史(1) 1前 2 1 日本史(1) 1前 2 1

日本史(2) 1後 2 1 日本史(2) 1後 2 1

西洋史(1) 1前 2 1 西洋史(1) 1前 2 1

西洋史(2) 1後 2 1 西洋史(2) 1後 2 1

民俗学(a) 1後 1 1 民俗学(a) 1後 1 1

民俗学(b) 1後 1 1 民俗学(b) 1後 1 1

宗教学 1前 2 1 宗教学 1前 2 1

社会学(1a) 1前 1 1 社会学(1a) 1前 1 1

社会学(1b) 1前 1 1 社会学(1b) 1前 1 1

社会学(2a) 1後 1 1 社会学(2a) 1後 1 1

社会学(2b) 1後 1 1 社会学(2b) 1後 1 1

社会学入門(a) 1前 1 1 社会学入門(a) 1前 1 1

社会学入門(b) 1前 1 1 社会学入門(b) 1前 1 1

経済学(1a) 1前 1 1 経済学(1a) 1前 1 1

経済学(1b) 1前 1 1 経済学(1b) 1前 1 1

経済学(2a) 1後 1 1 経済学(2a) 1後 1 1

経済学(2b) 1後 1 1 経済学(2b) 1後 1 1

日本経済論(a) 3前 1 1 日本経済論(a) 3前 1 1

日本経済論(b) 3前 1 1 日本経済論(b) 3前 1 1

政治学(1a) 1前 1 1 政治学(1a) 1前 1 1

政治学(1b) 1前 1 1 政治学(1b) 1前 1 1

政治学(2a) 1後 1 1 政治学(2a) 1後 1 1

政治学(2b) 1後 1 1 政治学(2b) 1後 1 1

日本の政治(a) 2前 1 1 日本の政治(a) 2前 1 1

日本の政治(b) 2前 1 1 日本の政治(b) 2前 1 1

国際関係論(1a) 1前 1 1 国際関係論(1a) 1前 1 1

国際関係論(1b) 1前 1 1 国際関係論(1b) 1前 1 1

国際関係論(2a) 1後 1 1 国際関係論(2a) 1後 1 1

国際関係論(2b) 1後 1 1 国際関係論(2b) 1後 1 1

日本国憲法 1前･後 2 1 日本国憲法 1前･後 2 1

法学 1前 2 1 法学 1前 2 1

民法 1後 2 1 民法 1後 2 1

西洋経済史 1後 2 1 西洋経済史 1後 2 1

人文地理学(a) 1前 1 1 人文地理学(a) 1前 1 1

人文地理学(b) 1前 1 1 人文地理学(b) 1前 1 1

現代中国論 1後 2 1 現代中国論 1後 2 1

教育学(1a) 1前 1 1 教育学(1a) 1前 1 2

教育学(1b) 1前 1 1 教育学(1b) 1前 1 2

教育学(2a) 1後 1 1 教育学(2a) 1後 1 2

教
養
科
目

教
養
科
目

専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

２　授業科目の概要

＜理工学部 自然科学科＞

【認可時又は届出時】

（１）－① 授業科目表
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授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

科
目
区
分

授業科目の名称
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教育学(2b) 1後 1 1 教育学(2b) 1後 1 2

スポーツ・健康論 1前･後 2 3 スポーツ・健康論 1前･後 2 4

心理学(1a) 1前 1 1 心理学(1a) 1前 1 1

心理学(1b) 1前 1 1 心理学(1b) 1前 1 1

心理学(2a) 1後 1 1 心理学(2a) 1後 1 1

心理学(2b) 1後 1 1 心理学(2b) 1後 1 1

心理学概論(a) 1前 1 1

心理学概論(b) 1前 1 1

心理学入門 1前 2 1 心理学入門 1前 2 1

社会とジェンダー(a) 1後 1 1 社会とジェンダー(a) 1後 1 1

社会とジェンダー(b) 1後 1 1 社会とジェンダー(b) 1後 1 1

国際化と異文化理解(a) 3後 1 1 国際化と異文化理解(a) 3後 1 1

国際化と異文化理解(b) 3後 1 1 国際化と異文化理解(b) 3後 1 1

日本文化の伝承(a) 1後 1 1 日本文化の伝承(a) 1後 1 1

日本文化の伝承(b) 1後 1 1 日本文化の伝承(b) 1後 1 1

ﾃﾞｰﾀｻｲｴﾝｽﾘﾃﾗｼｰ(1) 1前･後 1 1

ﾃﾞｰﾀｻｲｴﾝｽﾘﾃﾗｼｰ(2) 1前･後 1 1

論理学(1a) 1前 1 1 論理学(1a) 1前 1 1

論理学(1b) 1前 1 1 論理学(1b) 1前 1 1

論理学(2a) 1後 1 1 論理学(2a) 1後 1 1

論理学(2b) 1後 1 1 論理学(2b) 1後 1 1

ボランティア(1) 1･2･3･4 1 1 ボランティア(1) 1･2･3･4 1 1

ボランティア(2) 1･2･3･4 1 1 ボランティア(2) 1･2･3･4 1 1

教養ゼミナール(1) 1前･後 2 4 教養ゼミナール(1) 1前･後 2 1 7

教養ゼミナール(2) 1前･後 2 1 6 教養ゼミナール(2) 1前･後 2 1 5

教養特別講義(1) 1前･後 2 1 教養特別講義(1) 1前･後 2 2

教養特別講義(2) 1前･後 2 1 教養特別講義(2) 1前･後 2 1

教養特別講義(3) 1前･後 2 1

基礎体育(1) 1前 1 4 基礎体育(1a) 1前 0.5 4

基礎体育(1b) 1前 0.5 4

基礎体育(2) 1後 1 4 基礎体育(2a) 1後 0.5 4

基礎体育(2b) 1後 0.5 4

応用体育(1) 2前･後 1 4 応用体育(1) 2前･後 1 5

応用体育(2) 2前･後 1 4 応用体育(2) 2前･後 1 5

Communication Skills(1) 1前 1 2 Communication Skills(1) 1前 1 9

Communication Skills(2) 1後 1 2 Communication Skills(2) 1後 1 9

Reading and Writing(1a) 1前 0.5 2 Reading and Writing(1a) 1前 0.5 9

Reading and Writing(1b) 1前 0.5 2 Reading and Writing(1b) 1前 0.5 9

Reading and Writing(2a) 1後 0.5 2 Reading and Writing(2a) 1後 0.5 9

Reading and Writing(2b) 1後 0.5 2 Reading and Writing(2b) 1後 0.5 9

Basic English Training(a) 2前･後 1 1 Basic English Training(a) 2前･後 1 2

Basic English Training(b) 2前･後 1 1 Basic English Training(b) 2前･後 1 2

Grammar(1a) 2前･後 1 1 Grammar(1a) 2前･後 1 2

Grammar(1b) 2前･後 1 1 Grammar(1b) 2前･後 1 2

Grammar(2a) 2前･後 1 1 Grammar(2a) 2前･後 1 2

Grammar(2b) 2前･後 1 1 Grammar(2b) 2前･後 1 2

Test Taking Skills(1a) 2前･後 1 1 Test Taking Skills(1a) 2前･後 1 2

Test Taking Skills(1b) 2前･後 1 1 Test Taking Skills(1b) 2前･後 1 2

Test Taking Skills(2a) 2前･後 1 1 Test Taking Skills(2a) 2前･後 1 3

Test Taking Skills(2b) 2前･後 1 1 Test Taking Skills(2b) 2前･後 1 3

Test Taking Skills(3a) 2前･後 1 1 Test Taking Skills(3a) 2前･後 1 2

Test Taking Skills(3b) 2前･後 1 1 Test Taking Skills(3b) 2前･後 1 2

Critical Reading(1a) 2前･後 1 1 Critical Reading(1a) 2前･後 1 2

Critical Reading(1b) 2前･後 1 1 Critical Reading(1b) 2前･後 1 2

Critical Reading(2a) 2前･後 1 1 Critical Reading(2a) 2前･後 1 2

Critical Reading(2b) 2前･後 1 1 Critical Reading(2b) 2前･後 1 2

Critical Reading(3a) 2前･後 1 1 Critical Reading(3a) 2前･後 1 2

Critical Reading(3b) 2前･後 1 1 Critical Reading(3b) 2前･後 1 2
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Critical Listening(1a) 2前･後 1 1 Critical Listening(1a) 2前･後 1 2

Critical Listening(1b) 2前･後 1 1 Critical Listening(1b) 2前･後 1 2

Critical Listening(2a) 2前･後 1 1 Critical Listening(2a) 2前･後 1 2

Critical Listening(2b) 2前･後 1 1 Critical Listening(2b) 2前･後 1 2

Critical Listening(3a) 2前･後 1 1 Critical Listening(3a) 2前･後 1 2

Critical Listening(3b) 2前･後 1 1 Critical Listening(3b) 2前･後 1 2

Communication Strategies(1a) 2前･後 1 1 Communication Strategies(1a) 2前･後 1 1

Communication Strategies(1b) 2前･後 1 1 Communication Strategies(1b) 2前･後 1 1

Communication Strategies(2a) 2前･後 1 1 Communication Strategies(2a) 2前･後 1 1

Communication Strategies(2b) 2前･後 1 1 Communication Strategies(2b) 2前･後 1 1

Communication Strategies(3a) 2前･後 1 1 Communication Strategies(3a) 2前･後 1 1

Communication Strategies(3b) 2前･後 1 1 Communication Strategies(3b) 2前･後 1 1

Academic English(1a) 2前･後 1 1 Academic English(1a) 2前･後 1 1

Academic English(1b) 2前･後 1 1 Academic English(1b) 2前･後 1 1

Academic English(2a) 2前･後 1 1 Academic English(2a) 2前･後 1 3

Academic English(2b) 2前･後 1 1 Academic English(2b) 2前･後 1 3

Academic English(3a) 2前･後 1 1 Academic English(3a) 2前･後 1 1

Academic English(3b) 2前･後 1 1 Academic English(3b) 2前･後 1 1

Literature in English(1a) 2前･後 1 1 Literature in English(1a) 2前･後 1 1

Literature in English(1b) 2前･後 1 1 Literature in English(1b) 2前･後 1 1

Literature in English(2a) 2前･後 1 1 Literature in English(2a) 2前･後 1 2

Literature in English(2b) 2前･後 1 1 Literature in English(2b) 2前･後 1 2

Global Culture(1a) 2前･後 1 1 Global Culture(1a) 2前･後 1 1

Global Culture(1b) 2前･後 1 1 Global Culture(1b) 2前･後 1 1

Global Culture(2a) 2前･後 1 1 Global Culture(2a) 2前･後 1 1

Global Culture(2b) 2前･後 1 1 Global Culture(2b) 2前･後 1 1

Language Sciences(1a) 2前･後 1 1 Language Sciences(1a) 2前･後 1 1

Language Sciences(1b) 2前･後 1 1 Language Sciences(1b) 2前･後 1 1

Language Sciences(2a) 2前･後 1 1 Language Sciences(2a) 2前･後 1 1

Language Sciences(2b) 2前･後 1 1 Language Sciences(2b) 2前･後 1 1

Global Society(1a) 2前･後 1 1 Global Society(1a) 2前･後 1 1

Global Society(1b) 2前･後 1 1 Global Society(1b) 2前･後 1 1

Global Society(2a) 2前･後 1 1 Global Society(2a) 2前･後 1 1

Global Society(2b) 2前･後 1 1 Global Society(2b) 2前･後 1 1

海外・特別選抜セミナー 1前･後 2 1 海外・特別選抜セミナー 1前･後 2 1

外国語特別講義(a) 2前･後 1 1 外国語特別講義(1a) 2前･後 1 1

外国語特別講義(b) 2前･後 1 1 外国語特別講義(1b) 2前･後 1 1

外国語特別講義(2a) 2前･後 1 1

外国語特別講義(2b) 2前･後 1 1

ドイツ語(1a) 2前･後 1 1 ドイツ語(1a) 2前･後 1 3

ドイツ語(1b) 2前･後 1 1 ドイツ語(1b) 2前･後 1 3

ドイツ語(2a) 2前･後 1 1 ドイツ語(2a) 2前･後 1 3

ドイツ語(2b) 2前･後 1 1 ドイツ語(2b) 2前･後 1 3

フランス語(1a) 2前･後 1 1 フランス語(1a) 2前･後 1 1

フランス語(1b) 2前･後 1 1 フランス語(1b) 2前･後 1 1

フランス語(2a) 2前･後 1 1 フランス語(2a) 2前･後 1 1

フランス語(2b) 2前･後 1 1 フランス語(2b) 2前･後 1 1

スペイン語(1a) 2前･後 1 1 スペイン語(1a) 2前･後 1 1

スペイン語(1b) 2前･後 1 1 スペイン語(1b) 2前･後 1 1

スペイン語(2a) 2前･後 1 1 スペイン語(2a) 2前･後 1 1

スペイン語(2b) 2前･後 1 1 スペイン語(2b) 2前･後 1 1

イタリア語(1a) 2前･後 1 1 イタリア語(1a) 2前･後 1 1

イタリア語(1b) 2前･後 1 1 イタリア語(1b) 2前･後 1 1

イタリア語(2a) 2前･後 1 1 イタリア語(2a) 2前･後 1 1

イタリア語(2b) 2前･後 1 1 イタリア語(2b) 2前･後 1 1

中国語(1a) 2前･後 1 1 中国語(1a) 2前･後 1 1

中国語(1b) 2前･後 1 1 中国語(1b) 2前･後 1 1

中国語(2a) 2前･後 1 1 中国語(2a) 2前･後 1 1

中国語(2b) 2前･後 1 1 中国語(2b) 2前･後 1 1
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アラビア語(1a) 2前･後 1 1 アラビア語(1a) 2前･後 1 1

アラビア語(1b) 2前･後 1 1 アラビア語(1b) 2前･後 1 1

アラビア語(2a) 2前･後 1 1 アラビア語(2a) 2前･後 1 1

アラビア語(2b) 2前･後 1 1 アラビア語(2b) 2前･後 1 1

韓国語(1a) 2前･後 1 1 韓国語(1a) 2前･後 1 2

韓国語(1b) 2前･後 1 1 韓国語(1b) 2前･後 1 2

韓国語(2a) 2前･後 1 1 韓国語(2a) 2前･後 1 2

韓国語(2b) 2前･後 1 1 韓国語(2b) 2前･後 1 2

日本語表現(a) 2前･後 1 1 日本語表現(a) 2前･後 1 1

日本語表現(b) 2前･後 1 1 日本語表現(b) 2前･後 1 1

SD PBL(1) 1前 1 1 3 1 SD PBL(1) 1前 1 3 5 2

SD PBL(2) 2前 1 1 SD PBL(2) 2前 1 1 1

SD PBL(3) 3後 1 1 SD PBL(3) 3後 1 1 1

微分積分学(1) 1前 2 1 微分積分学(1a) 1前 1 1

微分積分学(1b) 1前 1 1

微分積分学(2) 1後 2 1 微分積分学(2a) 1後 1 1

微分積分学(2b) 1後 1 1

線形代数学(1) 1前 2 1 線形代数学(1a) 1前 1 1

線形代数学(1b) 1前 1 1

線形代数学(2) 1後 2 1 線形代数学(2a) 1後 1 1

線形代数学(2b) 1後 1 1

微分方程式論 2前 2 1 微分方程式論 2前 2 1

ベクトル解析学 2前 2 1 ベクトル解析学 2前 2 1

フーリエ解析学 2後 2 1 フーリエ解析学 2後 2 1

数理統計学 2前 2 1 数理統計学(a) 2前 1 1

数理統計学(b) 2前 1 1

物理学(1) 1前 2 1 物理学及び演習(1) 1後 3 1

物理学(2) 1前 2 1 物理学及び演習(2) 1後 3 1

物理学(3) 1後 2 1 物理学(3) 1後 2 1

物理学(4) 1後 2 1 物理学(4) 1後 2 1

電磁気学基礎 2前 2 1 電磁気学基礎 1後 2 1

上級力学 1後 2 1

物理学実験 1前･後 2 1 物理学実験(a) 1前･後 1 1

物理学実験(b) 1前･後 1 1

化学(1) 1前 2 1 化学(1) 1前 2 1

化学(2) 1後 2 1 化学(2) 1後 2 1

化学実験 1前･後 2 1 2 化学実験 1前･後 2 1 1 1

生物学(1) 1前 2 1 生物学(1) 1前 2 1

生物学(2) 1後 2 1 生物学(2) 1後 2 1

生物学実験 1前･後 2 1 1 生物学実験(a) 1前･後 1 1 1

生物学実験(b) 1前･後 1 1 1

地学(1) 1前 2 1 地学(1) 1前 2 1

地学(2) 1後 2 1 地学(2) 1後 2 1

地学実験 1前･後 2 2 地学実験(a) 1前･後 1 2

地学実験(b) 1前･後 1 2

情報リテラシー演習 1前 1 1 1 情報リテラシー演習(a) 1前 0.5 1

情報リテラシー演習(b) 1前 0.5 1

コンピュータ概論 1後 2 1 コンピュータ概論(a) 1後 1 1

コンピュータ概論(b) 1後 1 1

プログラミング基礎 1後 2 1 プログラミング基礎(a) 1後 1 1

プログラミング基礎(b) 1後 1 1

数値解析 2後 2 1 数値解析 2後 2 1

技術者倫理 2前･後 2 1 技術者倫理 2前･後 2 5 4 4

インターンシップ(1) 1･2･3･4 1 1 インターンシップ(1) 1･2･3･4 1 1

インターンシップ(2) 1･2･3･4 1 1 インターンシップ(2) 1･2･3･4 1 1

海外体験実習(1) 1･2･3･4 2 1 海外体験実習(1) 1･2･3･4 2 1

海外体験実習(2) 1･2･3･4 2 1 海外体験実習(2) 1･2･3･4 2 1

金属加工(製図・実習含) 2後 2 1 金属加工(製図・実習含) 2後 2 1

電気工学概論(実習含) 2前 2 1 電気工学概論(実習含) 2前 2 2

小計（34科目） - 7 58 0 5 5 4 0 0 7 小計（46科目） - 7 62 0 6 6 4 0 0 9
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理工学と生活 1後 2 8 理工学と生活 1後 2 8

工業概論 1後 2 1 工業概論 1後 2 1

原子力汎論 1後 2 4 原子力汎論 1後 2 1

量子力学入門 2後 2 1 量子力学入門 2後 2 1

論理的な問題解決の進め方 3後 2 1 論理的な問題解決の進め方 3後 2 1

電気電子通信計測応用 3前 2 1

電気化学(a) 2後 1 1

電気化学(b) 2後 1 1

1後 2 1

自然科学科実験及び演習 2前 2 3 4 3 自然科学科実験及び演習 2前 2 4 5 2

野外調査法及び実習(1) 2後 3 1 3 1 野外調査法及び実習(1) 2後 3 1 3

野外調査法及び実習(2) 3前 3 1 3 1 野外調査法及び実習(2) 3前 3 1 3

自然と数理 2後 2 1 3 自然と数理 2後 2 1 3

現代科学論 2後 2 1 現代科学論 2後 2 1

生涯学習概論 2前 2 2 生涯学習概論 2前 2 1 2

博物館教育論 2後 2 1 博物館教育論 2後 2 1

博物館学(1) 2前 2 1 博物館学(1) 2前 2 1

博物館学(2) 2後 2 1 2 博物館学(2) 2後 2 1 2

博物館学(3) 3前 2 1 3 博物館学(3) 3前 2 1 3

映像表現論 2後 2 1 映像表現論 2後 2 1

博物館資料保存論 3後 2 2 博物館資料保存論 3後 2 1 1

博物館展示論 3前 2 1 博物館展示論 3前 2 1

博物館学実習(1) 3前 1 1 1 博物館学実習(1) 3前 1 1 1

博物館学実習(2) 3後 2 1 2 博物館学実習(2) 3後 2 1 2

特別講義(1) 1･2･3･4 2 1 特別講義(1) 1･2･3･4 2 1

特別講義(2) 1･2･3･4 2 1 2 特別講義(2) 1･2･3･4 2 1 2

特別講義(3) 1･2･3･4 2 1 特別講義(3) 1･2･3･4 2 1

力学 1前 2 1 力学 1前 2 1

力学演習 1前 1 1 力学演習 1前 1 1

波動・熱力学 1後 2 1 波動・熱力学 1後 2 1

電磁気学 2前 2 1 1 電磁気学 2前 2 1 1

相対論入門 2後 2 1 相対論入門 2後 2 1

分子構造論 2前 2 1 分子構造論 2前 2 1

生命の化学 2後 2 1 生命の化学 2後 2 1

分子物性論 2後 2 1 1 分子物性論 2後 2 1 1

分子の運動 3前 2 1 分子の運動 3前 2 1

進化論 2前 2 1 1 進化論 2前 2 1 1

動物学 2後 2 1 動物学 2後 2 1

植物学 2後 2 1 植物学 2後 2 1

生命と物質 3前 2 1 生命と物質 3前 2 1

微生物学 3後 2 1 1 微生物学 3後 2 1 2

地球変動論 2前 2 1 地球変動論 2前 2 1

プレート・テクトニクス 2前 2 1 プレート・テクトニクス 2前 2 1

宇宙科学 2後 2 1 宇宙科学 2後 2 1

惑星科学 3前 2 1 惑星科学 3前 2 2

古生物学 3前 2 1 古生物学 3前 2 1

地理学 3前 2 1 地理学 3前 2 1

数学演習(1) 1前 1 1 数学演習(1a) 1前 0.5 1

数学演習(1b) 1前 0.5 1

数学演習(2) 1後 1 1 数学演習(2a) 1後 0.5 1

数学演習(2b) 1後 0.5 1

基礎論理回路 1後 2 1 基礎論理回路 2前 2 1

離散数学 1前 2 1 離散数学 1後 2 1

集合と論理 2前 2 1 集合と論理 2前 2 1

極限と位相 3前 2 1 1 極限と位相 3前 2 1

基礎確率統計 1前 2 1 基礎確率統計 1前 2 1

関数論 2後 2 1 関数論 2後 2 1

代数学(1) 2前 2 1 代数学(1) 2前 2 1

代数学(2) 2後 2 1 代数学(2) 2後 2 1

科
目
区
分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

科
目
区
分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

専
門
科
目

専
門
科
目

Direct Current Electrical
Circuit Analysis

9



必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
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代数学(3) 2後 2 1 代数学(3) 2後 2 1

幾何学(1) 2前 2 1 幾何学(1) 2前 2 1

幾何学(2) 2後 2 1 幾何学(2) 2後 2 1

幾何学(3) 2後 2 1 幾何学(3) 2後 2 1

ルベーグ積分論 3後 2 1 ルベーグ積分論 3後 2 1

関数解析学 3後 2 1 関数解析学 3後 2 1

現代代数学 3前 2 1 1 現代代数学 3前 2 1

計算物理学 3後 2 1 計算物理学 3後 2 1

事例研究(1) 3前 4 6 7 5 事例研究(1) 3前 4 6 7 4

事例研究(2) 3後 2 6 7 5 事例研究(2) 3後 2 6 7 4

卒業研究(1) 4前 3 6 7 4 卒業研究(1) 4前 3 6 7 3

卒業研究(2) 4後 3 6 7 4 卒業研究(2) 4後 3 6 7 3 　 　

小計（65科目） - 18 114 0 6 7 5 0 0 35 小計（69科目） - 18 120 0 6 7 4 0 0 34

- 32 364 0 6 7 5 0 0 94 - 32 378 0 6 7 4 0 0 127

【令和２年度】 【令和３年度】
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修
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講
　
師

助
　
教

助
　
手

哲学(1) 1前 2 1 哲学(1) 1前 2 1

哲学(2) 1後 2 1 哲学(2) 1後 2 1

倫理学(1) 1前 2 1 倫理学(1) 1前 2 1

倫理学(2) 1後 2 1 倫理学(2) 1後 2 1

倫理学(a) 1後 1 1 倫理学(a) 1後 1 1

倫理学(b) 1後 1 1 倫理学(b) 1後 1 1

文化人類学 1後 2 1 文化人類学 1後 2 1

視覚芸術史(1) 1前 2 1 視覚芸術史(1) 1前 2 1

視覚芸術史(2) 1後 2 1 視覚芸術史(2) 1後 2 1

デザイン概論(1) 2前 2 1 デザイン概論(1) 2前 2 1

デザイン概論(2) 2後 2 1 デザイン概論(2) 2後 2 1

日本文学 2前 2 1 日本文学 2前 2 1

日本史(1) 1前 2 1 日本史(1) 1前 2 1

日本史(2) 1後 2 1 日本史(2) 1後 2 1

西洋史(1) 1前 2 1 西洋史(1) 1前 2 1

西洋史(2) 1後 2 1 西洋史(2) 1後 2 1

科
目
区
分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

教養科目10単位以上，体育科目1単位以上（選択必修1単位を含む），外国語科目8
単位以上（必修4単位を含む），PBL科目3単位（必修3単位を含む），理工学基礎科
目30単位以上（必修7単位を含む），専門科目60単位以上（必修18単位を含む）を修
得するとともに各コースのいずれかの要件を充たし，合計124単位以上を修得する
こと．

〔自然コース〕
理工学基礎科目
（ｺｰｽ必修(物理学実験,化学実験,生物学実験,地学実験)8単位，ｺｰｽ選択必修(化
学(1),化学(2),生物学(1),生物学(2),地学(1),地学(2))から6単位）

専門科目
（ｺｰｽ必修(野外調査法及び実習(1),博物館学(1),映像表現論,力学,分子構造論,生
命の化学,分子物性論,進化論,生命と物質,地球変動論,宇宙科学)23単位，ｺｰｽ選択
必修(波動・熱力学,電磁気学,相対論入門,分子の運動,動物学,植物学,微生物学,プ
レート・テクトニクス,惑星科学,古生物学,地理学)から14単位）
〔数理コース〕
理工学基礎科目
（ｺｰｽ必修(微分積分学(2),線形代数学(2),微分方程式論,ベクトル解析学,フーリエ解
析学)10単位，ｺｰｽ選択必修(物理学実験,化学実験,生物学実験,地学実験)から2単
位）

専門科目
（ｺｰｽ必修(集合と論理,関数論,代数学(1),幾何学(1),関数解析学,現代代数学,計算
物理学)14単位，ｺｰｽ選択必修(数学演習(1),数学演習(2),基礎論理回路,離散数学,
極限と位相,基礎確率統計,代数学(2),代数学(3),幾何学(2),幾何学(3),ルベーグ積分
論)から14単位）

       　　　　　          　　　　　               （履修科目の登録の上限：24単位（半期））

兼
任
・
兼
担

科
目
区
分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

教養科目10単位以上(選択必修1単位を含む)，体育科目1単位以上（選択必修1単
位を含む），外国語科目8単位以上（必修4単位を含む），PBL科目3単位（必修3単
位を含む），理工学基礎科目30単位以上（必修7単位を含む），専門科目60単位以
上（必修18単位を含む）を修得するとともに各コースのいずれかの要件を充たし，合
計124単位以上を修得すること．

〔自然コース〕
理工学基礎科目
（ｺｰｽ必修(物理学実験(a),物理学実験(b),化学実験,生物学実験(a),生物学実験(b),
地学実験(a),地学実験(b))8単位，ｺｰｽ選択必修(化学(1),化学(2),生物学(1),生物学
(2),地学(1),地学(2))から6単位）
専門科目
（ｺｰｽ必修(野外調査法及び実習(1),博物館学(1),映像表現論,力学,分子構造論,生
命の化学,分子物性論,進化論,生命と物質,地球変動論,宇宙科学)23単位，ｺｰｽ選択
必修(波動・熱力学,電磁気学,相対論入門,分子の運動,動物学,植物学,微生物学,プ
レート・テクトニクス,惑星科学,古生物学,地理学)から14単位）
〔数理コース〕
理工学基礎科目
（ｺｰｽ必修(微分積分学(2a),微分積分学(2b),線形代数学(2a),線形代数学(2b),微分
方程式論,ベクトル解析学,フーリエ解析学)10単位，ｺｰｽ選択必修(物理学実験(a),
物理学実験(b),化学実験,生物学実験(a),生物学実験(b),地学実験(a),地学実験(b))
から2単位）
専門科目
（ｺｰｽ必修(集合と論理,関数論,代数学(1),幾何学(1),関数解析学,現代代数学,計算
物理学)14単位，ｺｰｽ選択必修(数学演習(1a),数学演習(1b),数学演習(2a),数学演
習(2b),基礎論理回路,離散数学,極限と位相,基礎確率統計,代数学(2),代数学(3),幾
何学(2),幾何学(3),ルベーグ積分論)から14単位）

       　　　　　          　　　　　               （履修科目の登録の上限：20単位（半期））

科
目
区
分

授業科目の名称

教
養
科
目

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

教
養
科
目

科
目
区
分

授業科目の名称

配
当
年
次

合計（273科目） 合計（296科目）

卒業要件及び履修方法 卒業要件及び履修方法
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民俗学(a) 1後 1 1 民俗学(a) 1後 1 1

民俗学(b) 1後 1 1 民俗学(b) 1後 1 1

宗教学 1前 2 1 宗教学 1前 2 1

社会学(1a) 1前 1 1 社会学(1a) 1前 1 1

社会学(1b) 1前 1 1 社会学(1b) 1前 1 1

社会学(2a) 1後 1 1 社会学(2a) 1後 1 1

社会学(2b) 1後 1 1 社会学(2b) 1後 1 1

社会学入門(a) 1前 1 1 社会学入門(a) 1前 1 1

社会学入門(b) 1前 1 1 社会学入門(b) 1前 1 1

経済学(1a) 1前 1 1 経済学(1a) 1前 1 1

経済学(1b) 1前 1 1 経済学(1b) 1前 1 1

経済学(2a) 1後 1 1 経済学(2a) 1後 1 1

経済学(2b) 1後 1 1 経済学(2b) 1後 1 1

日本経済論(a) 3前 1 1 日本経済論(a) 3前 1 1

日本経済論(b) 3前 1 1 日本経済論(b) 3前 1 1

政治学(1a) 1前 1 1 政治学(1a) 1前 1 1

政治学(1b) 1前 1 1 政治学(1b) 1前 1 1

政治学(2a) 1後 1 1 政治学(2a) 1後 1 1

政治学(2b) 1後 1 1 政治学(2b) 1後 1 1

日本の政治(a) 2前 1 1 日本の政治(a) 2前 1 1

日本の政治(b) 2前 1 1 日本の政治(b) 2前 1 1

国際関係論(1a) 1前 1 1 国際関係論(1a) 1前 1 1

国際関係論(1b) 1前 1 1 国際関係論(1b) 1前 1 1

国際関係論(2a) 1後 1 1 国際関係論(2a) 1後 1 1

国際関係論(2b) 1後 1 1 国際関係論(2b) 1後 1 1

日本国憲法 1前･後 2 1 日本国憲法 1前･後 2 1

法学 1前 2 1 法学 1前 2 1

民法 1後 2 1 民法 1後 2 1

西洋経済史 1後 2 1 西洋経済史 1後 2 1

人文地理学(a) 1前 1 1 人文地理学(a) 1前 1 1

人文地理学(b) 1前 1 1 人文地理学(b) 1前 1 1

現代中国論 1後 2 1 現代中国論 1後 2 1

教育学(1a) 1前 1 2 教育学(1a) 1前 1 2

教育学(1b) 1前 1 2 教育学(1b) 1前 1 2

教育学(2a) 1後 1 2 教育学(2a) 1後 1 2

教育学(2b) 1後 1 2 教育学(2b) 1後 1 2

スポーツ・健康論 1前･後 2 4 スポーツ・健康論 1前･後 2 4

心理学(1a) (未開講) 1前 1 1 心理学(1a) 1前 1 1

心理学(1b) (未開講) 1前 1 1 心理学(1b) 1前 1 1

心理学(2a) (未開講) 1後 1 1 心理学(2a) 1後 1 1

心理学(2b) (未開講) 1後 1 1 心理学(2b) 1後 1 1

心理学概論(a) 1前 1 1 心理学概論(a) 1前 1 1

心理学概論(b) 1前 1 1 心理学概論(b) 1前 1 1

心理学入門 1前 2 1 心理学入門 1前 2 1

社会とジェンダー(a) 1後 1 1 社会とジェンダー(a) 1後 1 1

社会とジェンダー(b) 1後 1 1 社会とジェンダー(b) 1後 1 1

国際化と異文化理解(a) 3後 1 1 国際化と異文化理解(a) 3後 1 1

国際化と異文化理解(b) 3後 1 1 国際化と異文化理解(b) 3後 1 1

日本文化の伝承(a) 1後 1 1 日本文化の伝承(a) 1後 1 1

日本文化の伝承(b) 1後 1 1 日本文化の伝承(b) 1後 1 1

ﾃﾞｰﾀｻｲｴﾝｽﾘﾃﾗｼｰ(1) 1前･後 1 1

ﾃﾞｰﾀｻｲｴﾝｽﾘﾃﾗｼｰ(2) 1前･後 1 1

論理学(1a) 1前 1 1 論理学(1a) 1前 1 1

論理学(1b) 1前 1 1 論理学(1b) 1前 1 1

論理学(2a) 1後 1 1 論理学(2a) 1後 1 1

論理学(2b) 1後 1 1 論理学(2b) 1後 1 1

ボランティア(1) 1･2･3･4 1 1 ボランティア(1) 1･2･3･4 1 1

ボランティア(2) 1･2･3･4 1 1 ボランティア(2) 1･2･3･4 1 1

教養ゼミナール(1) 1前･後 2 1 教養ゼミナール(1) 1前･後 2 5

兼
任
・
兼
担

科
目
区
分

授業科目の名称

配
当
年
次

科
目
区
分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

単位数
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教養ゼミナール(2) 1前･後 2 1 6 教養ゼミナール(2) 1前･後 2 1 4

教養特別講義(1) 1前･後 2 1 教養特別講義(1) 1前･後 2 1

教養特別講義(2) 1前･後 2 1 教養特別講義(2) 1前･後 2 1

教養特別講義(3) 1前･後 2 1

基礎体育(1) 1前 1 4 基礎体育(1a) 1前 0.5 3

基礎体育(1b) 1前 0.5 3

基礎体育(2) 1後 1 3 基礎体育(2a) 1後 0.5 3

基礎体育(2b) 1後 0.5 3

応用体育(1) 2前･後 1 4 応用体育(1) 2前･後 1 5

応用体育(2) 2前･後 1 4 応用体育(2) 2前･後 1 5

Communication Skills(1) 1前 1 8 Communication Skills(1) 1前 1 9

Communication Skills(2) 1後 1 8 Communication Skills(2) 1後 1 9

Reading and Writing(1a) 1前 0.5 8 Reading and Writing(1a) 1前 0.5 9

Reading and Writing(1b) 1前 0.5 8 Reading and Writing(1b) 1前 0.5 9

Reading and Writing(2a) 1後 0.5 8 Reading and Writing(2a) 1後 0.5 9

Reading and Writing(2b) 1後 0.5 8 Reading and Writing(2b) 1後 0.5 9

Basic English Training(a) 2前･後 1 1 Basic English Training(a) 2前･後 1 3

Basic English Training(b) 2前･後 1 1 Basic English Training(b) 2前･後 1 3

Grammar(1a) 2前･後 1 1 Grammar(1a) 2前･後 1 1

Grammar(1b) 2前･後 1 1 Grammar(1b) 2前･後 1 1

Grammar(2a) 2前･後 1 1 Grammar(2a) 2前･後 1 2

Grammar(2b) 2前･後 1 1 Grammar(2b) 2前･後 1 2

Test Taking Skills(1a) 2前･後 1 1 Test Taking Skills(1a) 2前･後 1 2

Test Taking Skills(1b) 2前･後 1 1 Test Taking Skills(1b) 2前･後 1 2

Test Taking Skills(2a) 2前･後 1 1 Test Taking Skills(2a) 2前･後 1 1

Test Taking Skills(2b) 2前･後 1 1 Test Taking Skills(2b) 2前･後 1 1

Test Taking Skills(3a) 2前･後 1 1 Test Taking Skills(3a) 2前･後 1 1

Test Taking Skills(3b) 2前･後 1 1 Test Taking Skills(3b) 2前･後 1 1

Critical Reading(1a) 2前･後 1 1 Critical Reading(1a) 2前･後 1 1

Critical Reading(1b) 2前･後 1 1 Critical Reading(1b) 2前･後 1 1

Critical Reading(2a) 2前･後 1 1 Critical Reading(2a) 2前･後 1 2

Critical Reading(2b) 2前･後 1 1 Critical Reading(2b) 2前･後 1 2

Critical Reading(3a) 2前･後 1 1 Critical Reading(3a) 2前･後 1 2

Critical Reading(3b) 2前･後 1 1 Critical Reading(3b) 2前･後 1 2

Critical Listening(1a) 2前･後 1 1 Critical Listening(1a) 2前･後 1 2

Critical Listening(1b) 2前･後 1 1 Critical Listening(1b) 2前･後 1 2

Critical Listening(2a) 2前･後 1 1 Critical Listening(2a) 2前･後 1 1

Critical Listening(2b) 2前･後 1 1 Critical Listening(2b) 2前･後 1 1

Critical Listening(3a) 2前･後 1 1 Critical Listening(3a) 2前･後 1 1

Critical Listening(3b) 2前･後 1 1 Critical Listening(3b) 2前･後 1 1

Communication Strategies(1a) 2前･後 1 1 Communication Strategies(1a) 2前･後 1 1

Communication Strategies(1b) 2前･後 1 1 Communication Strategies(1b) 2前･後 1 1

Communication Strategies(2a) 2前･後 1 1 Communication Strategies(2a) 2前･後 1 1

Communication Strategies(2b) 2前･後 1 1 Communication Strategies(2b) 2前･後 1 1

Communication Strategies(3a) 2前･後 1 1 Communication Strategies(3a) 2前･後 1 1

Communication Strategies(3b) 2前･後 1 1 Communication Strategies(3b) 2前･後 1 1

Academic English(1a) 2前･後 1 1 Academic English(1a) 2前･後 1 2

Academic English(1b) 2前･後 1 1 Academic English(1b) 2前･後 1 2

Academic English(2a) 2前･後 1 1 Academic English(2a) 2前･後 1 1

Academic English(2b) 2前･後 1 1 Academic English(2b) 2前･後 1 1

Academic English(3a) 2前･後 1 1 Academic English(3a) 2前･後 1 1

Academic English(3b) 2前･後 1 1 Academic English(3b) 2前･後 1 1

Literature in English(1a) 2前･後 1 1 Literature in English(1a) 2前･後 1 1

Literature in English(1b) 2前･後 1 1 Literature in English(1b) 2前･後 1 1

Literature in English(2a) 2前･後 1 1 Literature in English(2a) 2前･後 1 1

Literature in English(2b) 2前･後 1 1 Literature in English(2b) 2前･後 1 1

Global Culture(1a) 2前･後 1 1 Global Culture(1a) 2前･後 1 1

Global Culture(1b) 2前･後 1 1 Global Culture(1b) 2前･後 1 1

Global Culture(2a) 2前･後 1 1 Global Culture(2a) 2前･後 1 1
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Global Culture(2b) 2前･後 1 1 Global Culture(2b) 2前･後 1 1

Language Sciences(1a) 2前･後 1 1 Language Sciences(1a) 2前･後 1 1

Language Sciences(1b) 2前･後 1 1 Language Sciences(1b) 2前･後 1 1

Language Sciences(2a) 2前･後 1 1 Language Sciences(2a) 2前･後 1 1

Language Sciences(2b) 2前･後 1 1 Language Sciences(2b) 2前･後 1 1

Global Society(1a) 2前･後 1 1 Global Society(1a) 2前･後 1 1

Global Society(1b) 2前･後 1 1 Global Society(1b) 2前･後 1 1

Global Society(2a) 2前･後 1 1 Global Society(2a) 2前･後 1 1

Global Society(2b) 2前･後 1 1 Global Society(2b) 2前･後 1 1

海外・特別選抜セミナー 1前･後 2 1 海外・特別選抜セミナー 1前･後 2 1

外国語特別講義(a) 2前･後 1 1 外国語特別講義(1a) 2前･後 1 1

外国語特別講義(b) 2前･後 1 1 外国語特別講義(1b) 2前･後 1 1

外国語特別講義(2a) 2前･後 1 1

外国語特別講義(2b) 2前･後 1 1

ドイツ語(1a) 2前･後 1 1 ドイツ語(1a) 2前･後 1 3

ドイツ語(1b) 2前･後 1 1 ドイツ語(1b) 2前･後 1 3

ドイツ語(2a) 2前･後 1 1 ドイツ語(2a) 2前･後 1 3

ドイツ語(2b) 2前･後 1 1 ドイツ語(2b) 2前･後 1 3

フランス語(1a) 2前･後 1 1 フランス語(1a) 2前･後 1 1

フランス語(1b) 2前･後 1 1 フランス語(1b) 2前･後 1 1

フランス語(2a) 2前･後 1 1 フランス語(2a) 2前･後 1 1

フランス語(2b) 2前･後 1 1 フランス語(2b) 2前･後 1 1

スペイン語(1a) 2前･後 1 1 スペイン語(1a) 2前･後 1 1

スペイン語(1b) 2前･後 1 1 スペイン語(1b) 2前･後 1 1

スペイン語(2a) 2前･後 1 1 スペイン語(2a) 2前･後 1 1

スペイン語(2b) 2前･後 1 1 スペイン語(2b) 2前･後 1 1

イタリア語(1a) 2前･後 1 1 イタリア語(1a) 2前･後 1 1

イタリア語(1b) 2前･後 1 1 イタリア語(1b) 2前･後 1 1

イタリア語(2a) 2前･後 1 1 イタリア語(2a) 2前･後 1 1

イタリア語(2b) 2前･後 1 1 イタリア語(2b) 2前･後 1 1

中国語(1a) 2前･後 1 1 中国語(1a) 2前･後 1 1

中国語(1b) 2前･後 1 1 中国語(1b) 2前･後 1 1

中国語(2a) 2前･後 1 1 中国語(2a) 2前･後 1 1

中国語(2b) 2前･後 1 1 中国語(2b) 2前･後 1 1

アラビア語(1a) 2前･後 1 1 アラビア語(1a) 2前･後 1 1

アラビア語(1b) 2前･後 1 1 アラビア語(1b) 2前･後 1 1

アラビア語(2a) 2前･後 1 1 アラビア語(2a) 2前･後 1 1

アラビア語(2b) 2前･後 1 1 アラビア語(2b) 2前･後 1 1

韓国語(1a) 2前･後 1 1 韓国語(1a) 2前･後 1 1

韓国語(1b) 2前･後 1 1 韓国語(1b) 2前･後 1 1

韓国語(2a) 2前･後 1 1 韓国語(2a) 2前･後 1 1

韓国語(2b) 2前･後 1 1 韓国語(2b) 2前･後 1 1

日本語表現(a) 2前･後 1 1 日本語表現(a) 2前･後 1 1

日本語表現(b) 2前･後 1 1 日本語表現(b) 2前･後 1 1

SD PBL(1) 1前 1 4 4 3 SD PBL(1) 1前 1 4 3 3

SD PBL(2) 2前 1 1 SD PBL(2) 2前 1 1 1

SD PBL(3) 3後 1 1 SD PBL(3) 3後 1 1

微分積分学(1) 1前 2 1 微分積分学(1a) 1前 1 1

微分積分学(1b) 1前 1 1

微分積分学(2) 1後 2 1 微分積分学(2a) 1後 1 1

微分積分学(2b) 1後 1 1

線形代数学(1) 1前 2 1 線形代数学(1a) 1前 1 1

線形代数学(1b) 1前 1 1

線形代数学(2) 1後 2 1 線形代数学(2a) 1後 1 1

線形代数学(2b) 1後 1 1

微分方程式論 2前 2 1 微分方程式論 2前 2 1

ベクトル解析学 2前 2 1 ベクトル解析学 2前 2 1

フーリエ解析学 2後 2 1 フーリエ解析学 2後 2 1

数理統計学 2前 2 1 数理統計学(a) 2前 1 1

兼
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数理統計学(b) 2前 1 1

物理学(1) 1前 2 1 物理学及び演習(1) 1後 3 1

物理学(2) 1前 2 1 物理学及び演習(2) 1後 3 1

物理学(3) 1後 2 1 物理学(3) 1後 2 1

物理学(4) 1後 2 1 物理学(4) 1後 2 1

電磁気学基礎 2前 2 1 電磁気学基礎 1後 2 1

上級力学 1後 2 1

物理学実験 1前･後 2 1 物理学実験(a) 1前･後 1 1

物理学実験(b) 1前･後 1 1

化学(1) 1前 2 1 化学(1) 1前 2 1

化学(2) 1後 2 1 化学(2) 1後 2 1

化学実験 1前･後 2 1 2 化学実験 1前･後 2 1 2

生物学(1) 1前 2 1 生物学(1) 1前 2 1

生物学(2) 1後 2 1 生物学(2) 1後 2 1

生物学実験 1前･後 2 1 1 生物学実験(a) 1前･後 1 1 1

生物学実験(b) 1前･後 1 1 1

地学(1) 1前 2 1 地学(1) 1前 2 1

地学(2) 1後 2 1 地学(2) 1後 2 1

地学実験 1前･後 2 2 地学実験(a) 1前･後 1 2

地学実験(b) 1前･後 1 2

情報リテラシー演習 1前 1 1 情報リテラシー演習(a) 1前 0.5 1

情報リテラシー演習(b) 1前 0.5 1

コンピュータ概論 1後 2 1 コンピュータ概論(a) 1後 1 1

コンピュータ概論(b) 1後 1 1

プログラミング基礎 1後 2 1 プログラミング基礎(a) 1後 1 1

プログラミング基礎(b) 1後 1 1

数値解析 2後 2 1 数値解析 2後 2 1

技術者倫理 2前･後 2 1 技術者倫理 2前･後 2 5 3 4

インターンシップ(1) 1･2･3･4 1 1 インターンシップ(1) 1･2･3･4 1 1

インターンシップ(2) 1･2･3･4 1 1 インターンシップ(2) 1･2･3･4 1 1

海外体験実習(1) 1･2･3･4 2 1 海外体験実習(1) 1･2･3･4 2 1

海外体験実習(2) 1･2･3･4 2 1 海外体験実習(2) 1･2･3･4 2 1

金属加工(製図・実習含) 2後 2 1 金属加工(製図・実習含) 2後 2 1

電気工学概論(実習含) 2前 2 1 電気工学概論(実習含) 2前 2 1

小計（34科目） - 7 58 0 4 5 3 0 0 8 小計（46科目） - 7 62 0 6 5 5 0 0 8

理工学と生活 1後 2 8 理工学と生活 1後 2 8

工業概論 1後 2 1 工業概論 1後 2 1

原子力汎論 1後 2 2 原子力汎論 1後 2 1

量子力学入門 2後 2 1 量子力学入門 2後 2 1

論理的な問題解決の進め方 3後 2 1 論理的な問題解決の進め方 3後 2 1

電気電子通信計測応用 3前 2 1

電気化学(a) 2後 1 1

電気化学(b) 2後 1 1

自然科学科実験及び演習 2前 2 3 4 3 自然科学科実験及び演習 2前 2 4 4 4

野外調査法及び実習(1) 2後 3 1 3 1 野外調査法及び実習(1) 2後 3 1 2 1

野外調査法及び実習(2) 3前 3 1 3 1 野外調査法及び実習(2) 3前 3 1 2

自然と数理 2後 2 1 3 自然と数理 2後 2 1 3

現代科学論 2後 2 1 現代科学論 2後 2 1

生涯学習概論 2前 2 2 生涯学習概論 2前 2 2

博物館教育論 2後 2 1 博物館教育論 2後 2 1

博物館学(1) 2前 2 1 博物館学(1) 2前 2 1

博物館学(2) 2後 2 1 2 博物館学(2) 2後 2 1

博物館学(3) 3前 2 1 3 博物館学(3) 3前 2 1 3

映像表現論 2後 2 1 映像表現論 2後 2 1

博物館資料保存論 3後 2 2 博物館資料保存論 3後 2 2

博物館展示論 3前 2 1 博物館展示論 3前 2 1

博物館学実習(1) 3前 1 1 1 博物館学実習(1) 3前 1 1 1

博物館学実習(2) 3後 2 1 1 博物館学実習(2) 3後 2 1 2

特別講義(1) 1･2･3･4 2 1 特別講義(1) 1･2･3･4 2 1
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特別講義(2) 1･2･3･4 2 1 2 特別講義(2) 1･2･3･4 2 1 2

特別講義(3) 1･2･3･4 2 1 特別講義(3) 1･2･3･4 2 1

力学 1前 2 1 力学 1前 2 1

力学演習 1前 1 1 力学演習 1前 1 1

波動・熱力学 1後 2 1 波動・熱力学 1後 2 1

電磁気学 2前 2 1 1 電磁気学 2前 2 1 1

相対論入門 2後 2 1 相対論入門 2後 2 1

分子構造論 2前 2 1 分子構造論 2前 2 1

生命の化学 2後 2 1 生命の化学 2後 2 1

分子物性論 2後 2 1 1 分子物性論 2後 2 1 1

分子の運動 3前 2 1 分子の運動 3前 2 1

進化論 2前 2 1 1 進化論 2前 2 1 1

動物学 2後 2 1 動物学 2後 2 1

植物学 2後 2 1 植物学 2後 2 1

生命と物質 3前 2 1 生命と物質 3前 2 1

微生物学 3後 2 1 1 微生物学 3後 2 1 2

地球変動論 2前 2 1 地球変動論 2前 2 1

プレート・テクトニクス 2前 2 1 プレート・テクトニクス 2前 2 1

宇宙科学 2後 2 1 宇宙科学 2後 2 1

惑星科学 3前 2 1 惑星科学 3前 2 1

古生物学 3前 2 1 古生物学 3前 2 1

地理学 3前 2 1 地理学 3前 2 1

数学演習(1) 1前 1 1 数学演習(1a) 1前 0.5 1

数学演習(1b) 1前 0.5 1

数学演習(2) 1後 1 1 数学演習(2a) 1後 0.5 1

数学演習(2b) 1後 0.5 1

基礎論理回路 1後 2 1 基礎論理回路 2前 2 1

離散数学 1前 2 1 離散数学 1後 2 1

集合と論理 2前 2 1 集合と論理 2前 2 1

極限と位相 3前 2 1 1 極限と位相 3前 2 1 1

基礎確率統計 1前 2 1 基礎確率統計 1前 2 1

関数論 2後 2 1 関数論 2後 2 1

代数学(1) 2前 2 1 代数学(1) 2前 2 1

代数学(2) 2後 2 1 代数学(2) 2後 2 1

代数学(3) 2後 2 1 代数学(3) 2後 2 1

幾何学(1) 2前 2 1 幾何学(1) 2前 2 1

幾何学(2) 2後 2 1 幾何学(2) 2後 2 1

幾何学(3) 2後 2 1 幾何学(3) 2後 2 1

ルベーグ積分論 3後 2 1 ルベーグ積分論 3後 2 1

関数解析学 3後 2 1 関数解析学 3後 2 1

現代代数学 3前 2 1 1 現代代数学 3前 2 1 1

計算物理学 3後 2 1 計算物理学 3後 2 1

事例研究(1) 3前 4 6 7 5 事例研究(1) 3前 4 6 7 5

事例研究(2) 3後 2 6 7 5 事例研究(2) 3後 2 6 7 5

卒業研究(1) 4前 3 6 7 4 卒業研究(1) 4前 3 6 7 4

卒業研究(2) 4後 3 6 7 4 卒業研究(2) 4後 3 6 7 4 　 　

小計（65科目） - 18 114 0 6 7 5 0 0 32 小計（70科目） - 18 118 0 6 7 5 0 0 32

- 32 364 0 6 7 5 0 0 102 - 32 378 0 6 7 5 0 0 118合計（273科目）

卒業要件及び履修方法

兼
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授業科目の名称

配
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単位数 専任教員等の配置

卒業要件及び履修方法

合計（297科目）

教養科目10単位以上，体育科目1単位以上（選択必修1単位を含む），外国語科目8
単位以上（必修4単位を含む），PBL科目3単位（必修3単位を含む），理工学基礎科
目30単位以上（必修7単位を含む），専門科目60単位以上（必修18単位を含む）を修
得するとともに各コースのいずれかの要件を充たし，合計124単位以上を修得する
こと．

〔自然コース〕
理工学基礎科目
（ｺｰｽ必修(物理学実験,化学実験,生物学実験,地学実験)8単位，ｺｰｽ選択必修(化
学(1),化学(2),生物学(1),生物学(2),地学(1),地学(2))から6単位）

教養科目10単位以上(選択必修1単位を含む)，体育科目1単位以上（選択必修1単
位を含む），外国語科目8単位以上（必修4単位を含む），PBL科目3単位（必修3単
位を含む），理工学基礎科目30単位以上（必修7単位を含む），専門科目60単位以
上（必修18単位を含む）を修得するとともに各コースのいずれかの要件を充たし，合
計124単位以上を修得すること．

〔自然コース〕
理工学基礎科目
（ｺｰｽ必修(物理学実験(a),物理学実験(b),化学実験,生物学実験(a),生物学実験(b),
地学実験(a),地学実験(b))8単位，ｺｰｽ選択必修(化学(1),化学(2),生物学(1),生物学
(2),地学(1),地学(2))から6単位）

専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

15



（注）・　報告年度の５月１日現在の情報を記入してください。（過年度については、各年度末時点の情報として記入してください。）

　　　・  認可申請書又は設置届出書の様式第２号（その２の１）に準じて作成してください。
　　　・  各欄の作成方法は「大学の設置等に係る提出書類作成の手引き」の「教育課程等の概要」を確認してください。
　　　・ 「認可時又は届出時」には 設置認可時又は届出時の授業科目全て（兼任、兼担教員が担当する科目を含む。）を
　　　　黒字で記入してください。その上で、各年度については、認可時又は届出時から変更となっている箇所は太字の赤字としてください。
　　　・　履修希望者がいなかったために未開講となった科目についても科目名の後ろに「（未開講）」として記入してください。
　　　・　１ページ目には認可時又は届出時と報告年度２つの表を記入してください。
　　　・　不要な年度（令和２年度開設であれば令和元年度）の表は適宜削除してください。
　　　　（２つの表が１ページに表示されるようにしてください。）
　　　・　専門職大学等の場合、「実験、実習又は実技による授業科目」には「【※】」、「臨地実務実習」による授業科目には「【臨】」、
　　　　　「連携実務演習」による授業科目には「【連】」を授業科目の名称の右側に記入してください。

【令和２年度】

【令和３年度】

（１）－②授業科目表に関する変更内容

専門科目
（ｺｰｽ必修(野外調査法及び実習(1),博物館学(1),映像表現論,力学,分子構造論,生
命の化学,分子物性論,進化論,生命と物質,地球変動論,宇宙科学)23単位，ｺｰｽ選択
必修(波動・熱力学,電磁気学,相対論入門,分子の運動,動物学,植物学,微生物学,プ
レート・テクトニクス,惑星科学,古生物学,地理学)から14単位）
〔数理コース〕
理工学基礎科目
（ｺｰｽ必修(微分積分学(2),線形代数学(2),微分方程式論,ベクトル解析学,フーリエ解
析学)10単位，ｺｰｽ選択必修(物理学実験,化学実験,生物学実験,地学実験)から2単
位）

専門科目
（ｺｰｽ必修(集合と論理,関数論,代数学(1),幾何学(1),関数解析学,現代代数学,計算
物理学)14単位，ｺｰｽ選択必修(数学演習(1),数学演習(2),基礎論理回路,離散数学,
極限と位相,基礎確率統計,代数学(2),代数学(3),幾何学(2),幾何学(3),ルベーグ積分
論)から14単位）
       　　　　　          　　　　　               （履修科目の登録の上限：22単位（半期））

専門科目
（ｺｰｽ必修(野外調査法及び実習(1),博物館学(1),映像表現論,力学,分子構造論,生
命の化学,分子物性論,進化論,生命と物質,地球変動論,宇宙科学)23単位，ｺｰｽ選択
必修(波動・熱力学,電磁気学,相対論入門,分子の運動,動物学,植物学,微生物学,プ
レート・テクトニクス,惑星科学,古生物学,地理学)から14単位）
〔数理コース〕
理工学基礎科目
（ｺｰｽ必修(微分積分学(2a),微分積分学(2b),線形代数学(2a),線形代数学(2b),微分
方程式論,ベクトル解析学,フーリエ解析学)10単位，ｺｰｽ選択必修(物理学実験(a),
物理学実験(b),化学実験,生物学実験(a),生物学実験(b),地学実験(a),地学実験(b))
から2単位）
専門科目
（ｺｰｽ必修(集合と論理,関数論,代数学(1),幾何学(1),関数解析学,現代代数学,計算
物理学)14単位，ｺｰｽ選択必修(数学演習(1a),数学演習(1b),数学演習(2a),数学演
習(2b),基礎論理回路,離散数学,極限と位相,基礎確率統計,代数学(2),代数学(3),幾
何学(2),幾何学(3),ルベーグ積分論)から14単位）
       　　　　　          　　　　　               （履修科目の登録の上限：20単位（半期））

　　　　

　　　　 　　　　

　　　　

・教育効果向上を企図して、「教育学(1a)」「教育学(1b)」「教育学(2a)」「教育学(2b)」の教員配置を「兼１」から「兼２」へ変
　更。
・教育効果向上を企図して、「スポーツ・健康論」の教員配置を「兼３」から「兼４」へ変更。
・クラス編成上の都合により、「教養ゼミナール(1)」の教員配置を「兼４」から「兼１」へ変更。
・クラス編成上の都合により、「基礎体育(2)」の教員配置を「兼４」から「兼３」へ変更。
・教育効果向上を企図して、「Communication Skills(1)」「Communication Skills(2)」「Reading and Writing(1a)」「Reading
　and Writing(1b)」「Reading and Writing(2a)」「Reading and Writing(2b)」の教員配置を「兼２」から「兼８」へ変更。
・教育効果向上を企図して、「SD PBL(1)」の専任教員等の配置を「教授１、准教授３、講師１」から「教授４、准教授４、講師３」
　に変更。
・時間割編成上の都合により、「物理学(1)」「物理学(2)」の教員配置を「教授１」から「兼１」に変更。
・時間割編成上の都合により、「物理学(3)」「物理学(4)」の教員配置を「講師１」から「兼１」に変更。
・時間割編成上の都合により、「情報リテラシー演習」の教員配置を「准教授１、兼１」から「准教授１」に変更。
・時間割編成上の都合により、「原子力汎論」の教員配置を「兼４」から「兼２」に変更。
・時間割編成上の都合により、「博物館学実習(2)」の教員配置を「准教授１、兼２」から「准教授１、兼１」に変更。

・教育効果向上を企図して、「教育学(1a)」「教育学(1b)」「教育学(2a)」「教育学(2b)」の教員配置を「兼１」から「兼２」へ変更。
・教育効果向上を企図して、「スポーツ・健康論」の教員配置を「兼３」から「兼４」へ変更。
・教育効果向上を企図して、「データサイエンスリテラシー(1)」「データサイエンスリテラシー(2)」「教養特別講義(3)」「外国語特
　別講義(2a)」「外国語特別講義(2b)」「上級力学」「電気電子通信計測応用」「電気化学(a)」「電気化学(b)」を新設。
・履修の自由度を高めるため、「基礎体育(1)」「基礎体育(2)」「微分積分学(1)」「微分積分学(2)」「線形代数学(1)」「線形代数学
　(2)」「数理統計学」「物理学実験」「生物学実験」「地学実験」「情報リテラシー演習」「コンピュータ概論」「プログラミング基
　礎」「数学演習(1)」「数学演習(2)」を「基礎体育(1a)」「基礎体育(1b)」「基礎体育(2a)」「基礎体育(2b)」「微分積分学(1a)」
　「微分積分学(1b)」「微分積分学(2a)」「微分積分学(2b)」「線形代数学(1a)」「線形代数学(1b)」「線形代数学(2a)」「線形代数学
　(2b)」「数理統計学(a)」「数理統計学(b)」「物理学実験(a)」「物理学実験(b)」「生物学実験(a)」「生物学実験(b)」「地学実験
　(a)」「地学実験(b)」「情報リテラシー演習(a)」「情報リテラシー演習(b)」「コンピュータ概論(a)」「コンピュータ概論(b)」「プ
　ログラミング基礎(a)」「プログラミング基礎(b)」「数学演習(1a)」「数学演習(1b)」「数学演習(2a)」「数学演習(2b)」に分割。
・時間割編成上の都合により、「ボランティア(1)」「ボランティア(2)」の専任教員等の配置を「講師１」から「准教授１」に変更。
・クラス編成上の都合により、「教養ゼミナール(1)」の教員配置を「兼４」から「兼５」へ変更。
・クラス編成上の都合により、「教養ゼミナール(2)」の教員配置を「准教授１、兼６」から「准教授１、兼４」へ変更。
・クラス編成上の都合により、「基礎体育(1a)」「基礎体育(1b)」「基礎体育(2a)」「基礎体育(2b)」の教員配置を「兼４」から「兼
　３」へ変更。
・クラス編成上の都合により、「応用体育(1)」「応用体育(2)」の教員配置を「兼４」から「兼５」へ変更。
・教育効果向上を企図して、「Communication Skills(1)」「Communication Skills(2)」「Reading and Writing(1a)」「Reading and
　Writing(1b)」「Reading and Writing(2a)」「Reading and Writing(2b)」の教員配置を「兼２」から「兼９」へ変更。
・教育効果向上を企図して、「Basic English Training(a)」「Basic English Training(b)」「ドイツ語(1a)」「ドイツ語(1b)」「ドイ
　ツ語(2a)」「ドイツ語(2b)」の教員配置を「兼１」から「兼３」へ変更。
・教育効果向上を企図して、「Grammar(2a)」「Grammar(2b)」「Test Taking Skills(1a)」「Test Taking Skills(1b)」「Critical
　Reading(2a)」「Critical Reading(2b)」「Critical Reading(3a)」「Critical Reading(3b)」「Critical Listening(1a)」
　「Critical Listening(1b)」「Academic English(1a)」「Academic English(1b)」の教員配置を「兼１」から「兼２」へ変更。
・教育効果向上を企図して、「SD PBL(1)」の専任教員等の配置を「教授１、准教授３、講師１」から「教授４、准教授３、講師３」に
　変更。
・クラス編成上の都合により、「SD PBL(2)」の教員配置を「准教授１」から「准教授１、講師１」に変更。
・教育効果向上を企図して、「物理学(1)」「物理学(2)」の週時間数を増加させた結果、単位数を「2」から「3」に変更するとともに、
　科目名を「物理学及び演習(1)」「物理学及び演習(2)」に変更し、配当時期を変更。
・教育効果向上を企図して、「技術者倫理」の専任教員等の配置を「准教授１」から「教授５、准教授３、講師４」に変更。
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【令和４年度】

（注）・  ２（１）ー① 授業科目表に記入された各年度における変更内容（配当年次の変更、専任教員等の配置の変更、
　　　　授業科目名の変更、新規科目の追加など）を箇条書きで記入してください。変更がない年度は「特になし。」と記入してください。
　　　・　変更内容には、授業科目の未開講や廃止については記入しないでください。
　　　・　不要な年度（令和２年度開設であれば令和元年度）の表は適宜削除してください。

　　　　 　　　　

・教育効果向上を企図して、「教育学(1a)」「教育学(1b)」「教育学(2a)」「教育学(2b)」「教養特別講義(1)」「Basic English
　Training(a)」「Basic English Training(b)」「Grammar(1a)」「Grammar(1b)」「Grammar(2a)」「Grammar(2b)」「Test Taking
　Skills(1a)」「Test Taking Skills(1b)」「Test Taking Skills(3a)」「Test Taking Skills(3b)」「Critical Reading(1a)」
　「Critical Reading(1b)」「Critical Reading(2a)」「Critical Reading(2b)」「Critical Reading(3a)」「Critical Reading(3b)」
　「Critical Listening(1a)」「Critical Listening(1b)」「Critical Listening(2a)」「Critical Listening(2b)」「Critical
　Listening(3a)」「Critical Listening(3b)」「Literature in English(2a)」「Literature in English(2b)」「韓国語(1a)」「韓国
　語(1b)」「韓国語(2a)」「韓国語(2b)」「電気工学概論(実習含)」の教員配置を「兼１」から「兼２」へ変更。
・教育効果向上を企図して、「スポーツ・健康論」の教員配置を「兼３」から「兼４」へ変更。
・教育効果向上を企図して、「データサイエンスリテラシー(1)」「データサイエンスリテラシー(2)」「教養特別講義(3)」「外国語特
　別講義(2a)」「外国語特別講義(2b)」「上級力学」「電気電子通信計測応用」「電気化学(a)」「電気化学(b)」「Direct Current
　Electrical Circuit Analysis」を新設。
・時間割編成上の都合により、「ボランティア(1)」「ボランティア(2)」の専任教員等の配置を「講師１」から「准教授１」に変更。
・クラス編成上の都合により、「教養ゼミナール(1)」の教員配置を「兼４」から「准教授１、兼７」へ変更。
・クラス編成上の都合により、「教養ゼミナール(2)」の教員配置を「准教授１、兼６」から「准教授１、兼５」へ変更。
・履修の自由度を高めるため、「基礎体育(1)」「基礎体育(2)」「微分積分学(1)」「微分積分学(2)」「線形代数学(1)」「線形代数学
　(2)」「数理統計学」「物理学実験」「生物学実験」「地学実験」「情報リテラシー演習」「コンピュータ概論」「プログラミング基
　礎」「数学演習(1)」「数学演習(2)」を「基礎体育(1a)」「基礎体育(1b)」「基礎体育(2a)」「基礎体育(2b)」「微分積分学(1a)」
　「微分積分学(1b)」「微分積分学(2a)」「微分積分学(2b)」「線形代数学(1a)」「線形代数学(1b)」「線形代数学(2a)」「線形代数学
　(2b)」「数理統計学(a)」「数理統計学(b)」「物理学実験(a)」「物理学実験(b)」「生物学実験(a)」「生物学実験(b)」「地学実験
　(a)」「地学実験(b)」「情報リテラシー演習(a)」「情報リテラシー演習(b)」「コンピュータ概論(a)」「コンピュータ概論(b)」「プ
　ログラミング基礎(a)」「プログラミング基礎(b)」「数学演習(1a)」「数学演習(1b)」「数学演習(2a)」「数学演習(2b)」に分割。
・クラス編成上の都合により、「応用体育(1)」「応用体育(2)」の教員配置を「兼４」から「兼５」へ変更。
・教育効果向上を企図して、「Communication Skills(1)」「Communication Skills(2)」「Reading and Writing(1a)」「Reading and
　Writing(1b)」「Reading and Writing(2a)」「Reading and Writing(2b)」の教員配置を「兼２」から「兼９」へ変更。
・教育効果向上を企図して、「Test Taking Skills(2a)」「Test Taking Skills(2b)」「Academic English(2a)」「Academic English
　(2b)」「ドイツ語(1a)」「ドイツ語(1b)」「ドイツ語(2a)」「ドイツ語(2b)」の教員配置を「兼１」から「兼３」へ変更。
・教育効果向上を企図して、「SD PBL(1)」の専任教員等の配置を「教授１、准教授３、講師１」から「教授３、准教授５、講師２」に
　変更。
・教育効果向上を企図して、「SD PBL(2)」の専任教員等の配置を「准教授１」から「教授１、准教授１」に変更。
・教育効果向上を企図して、「SD PBL(3)」の専任教員等の配置を「教授１」から「教授１、准教授１」に変更。
・教育効果向上を企図して、「数理統計学(a)」「数理統計学(b)」の教員配置を「兼１」から「准教授１」に変更。
・教育効果向上を企図して、「物理学(1)」「物理学(2)」の週時間数を増加させた結果、単位数を「2」から「3」に変更するとともに、
　科目名を「物理学及び演習(1)」「物理学及び演習(2)」に変更し、配当時期を変更。
・時間割編成上の都合により、「物理学(3)」「物理学(4)」の教員配置を「講師１」から「兼１」に変更。
・時間割編成上の都合により、「物理学実験(a)」「物理学実験(b)」の専任教員等の配置を「講師１」から「准教授１」に変更。
・時間割編成上の都合により、「化学実験」の専任教員等の配置を「教授１、講師２」から「教授１、准教授１、講師１」に変更。
・教育効果向上を企図して、「技術者倫理」の専任教員等の配置を「准教授１」から「教授５、准教授４、講師４」に変更。
・時間割編成上の都合により、「インターンシップ(1)」「インターンシップ(2)」の専任教員等の配置を「講師１」から「准教授１」
　に変更。
・時間割編成上の都合により、「原子力汎論」の教員配置を「兼４」から「兼１」に変更。
・教育効果向上を企図して、「自然科学科実験及び演習」の専任教員等の配置を「教授３、准教授４、講師３」から「教授４、准教授
　５、講師２」に変更。
・時間割編成上の都合により、「野外調査法及び実習(1)」の専任教員等の配置を「教授１、准教授３、講師１」から「教授１、准教授
　３」に変更。
・時間割編成上の都合により、「野外調査法及び実習(2)」の専任教員等の配置を「教授１、准教授３、講師１」から「教授１、准教授
　３」に変更。
・教育効果向上を企図して、「生涯学習概論」の教員配置を「兼２」から「准教授１、兼２」に変更。
・時間割編成上の都合により、「博物館資料保存論」の教員配置を「兼２」から「講師１、兼１」に変更。
・時間割編成上の都合により、「微生物学」の教員配置を「教授１、兼１」から「教授１、兼２」に変更。
・教育効果向上を企図して、「惑星科学」の教員配置を「准教授１」から「准教授２」に変更。
・教育効果向上を企図して、「基礎論理回路」「離散数学」の配当時期を変更。
・時間割編成上の都合により、「事例研究(1)」「事例研究(2)」の専任教員等の配置を「教授６、准教授７、講師５」から「教授６、
　准教授７、講師４」に変更。
・時間割編成上の都合により、「卒業研究(1)」「卒業研究(2)」の専任教員等の配置を「教授６、准教授７、講師４」から「教授６、
　准教授７、講師３」に変更。

・時間割編成上の都合により、「インターンシップ(1)」「インターンシップ(2)」の専任教員等の配置を「講師１」から「准教授１」
　に変更。
・時間割編成上の都合により、「原子力汎論」の教員配置を「兼４」から「兼１」に変更。
・教育効果向上を企図して、「自然科学科実験及び演習」の専任教員等の配置を「教授３、准教授４、講師３」から「教授４、准教授
　４、講師４」に変更。
・時間割編成上の都合により、「野外調査法及び実習(1)」の専任教員等の配置を「教授１、准教授３、講師１」から「教授１、准教授
　２、講師１」に変更。
・時間割編成上の都合により、「野外調査法及び実習(2)」の専任教員等の配置を「教授１、准教授３、講師１」から「教授１、准教授
　２」に変更。
・時間割編成上の都合により、「微生物学」の教員配置を「教授１、兼１」から「教授１、兼２」に変更。
・教育効果向上を企図して、「基礎論理回路」「離散数学」の配当時期を変更。
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科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目

（注）・　未開講科目も含めた教育課程上の授業科目数を記入するとともに、［　］内に、設置時の計画からの増減を
　　　　記入してください。（記入例：１科目減の場合：△１）

0 296

[+3] [+20] [0] [+23]

27320 253 0 273 23

計

（２） 授業科目数

設置時の計画 変更状況
備考

必修 選択 自由 計（Ａ） 必修 選択 自由
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番号 授業科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門 必修・選択

１

２

３

（注）・　配当年次に達しているにも関わらず、何らかの理由で未開講となっている授業科目について記入して
　　　　ください。なお、理由については可能な限り具体的に記入してください。
　　　・　履修希望者がいなかったために未開講となった科目については記入しないでください。

　　　・　教職大学院の場合は、「一般・専門」を「共通・実習・その他」と修正して記入してください。

番号 授業科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門 必修・選択

１ 心理学概論(a) 1 1前 一般 選択

２ 心理学概論(b) 1 1前 一般 選択

３

（注）・　設置時の計画にあり、何らかの理由で廃止（教育課程から削除）した授業科目について記入して
　　　　ください。なお、理由については可能な限り具体的に記入してください。

（注）・　授業科目を未開講又は廃止としたことによる学生の履修への影響に関する大学の所見、
　　　　学生への周知方法、今後の方針などを可能な限り具体的に記入してください。

　　　　ください。

当該科目は選択科目であり、科目区分「教養科目」は多くの科目を開講していることから、学生の履修
に支障は生じない。学生には、授業時間表等を用いて、周知を行った。

（３） 未開講科目

未開講の理由，代替措置の有無

　　　　ください。
　　　・　専門職大学等の場合は、「一般・専門」を「基礎、展開、職業専門、総合」と修正して記入して

（５） 授業科目を未開講又は廃止としたことに係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」

　　　・　専門職大学等の場合は、「一般・専門」を「基礎、展開、職業専門、総合」と修正して記入して

（４） 廃止科目

　　　・　教職大学院の場合は、「一般・専門」を「共通・実習・その他」として記入してください。

カリキュラムのスリム化の一環として廃止した。
代替措置はない。

カリキュラムのスリム化の一環として廃止した。
代替措置はない。

廃止の理由，代替措置の有無

19



（６） 「設置時の計画の授業科目数の計」に対する「未開講科目と廃止科目の計」の割合

2

273

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。
　　　・　「未開講科目と廃止科目の計」が、「（３）未開講科目」と「（４）廃止科目」の合計数となるように
　　　　留意してください。

％
設置時の計画の授業科目数の計（Ａ）

未開講科目（３）と廃止科目（４）の計
＝ ＝ 0.73
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備考

大学全体

令和4年4月
キャンパス再整備に伴う
減少(4)

令和3年5月
分筆・合筆に伴う縄縮等
による変更(3)

共用する他の
学校等の専用

計

校 舎 敷 地

設備購入費

図書購入費

1,476千円
1,380千円

600千円

経費の見
積り及び
維持方法
の 概 要

経費
の見
積り

学生納付金以外の維持方法の概要 手数料、寄付金、補助金、資産運用収入及びその他の収入

区　　　　分 開設年度

共 同 研 究 費 等 34,890千円 34,890千円 153,044千円

0.00㎡ 0.00㎡
81,393.26㎡
90,409.26㎡
92,263.15㎡

81,393.26㎡
90,409.26㎡
92,263.15㎡

（94,629.31㎡）
（92,212.45㎡）
（90,888.74㎡）

(２) 校　　　　　舎

（注）・　設置時の計画を、申請書の様式第２号（その１の１）に準じて作成してください。（複数のキャンパスに分かれている場合、　　　　

新設学部等の名称 室　　　　　　数

理工学部自然科学科 室

冊

19,288〔16,534〕
16,642〔13,232〕
16,093〔12,440〕
19,934〔15,827〕

17
18

視聴覚資料

－ 千円
1,476千円
1,380千円

－ 千円

600千円

標　　本

9

点

　

図
書
・
設
備

(５)

計

種

　理工学部
　自然科学科

令和4年4月
退職及びキャンパス再整備に伴
う変更(4)
令和3年5月
用途変更及び精査に伴う変更(3)

第６年次

153,044千円 153,044千円

学部全体

図書購入費には電子
ジャーナル・データベー
スの整備費（運用コスト
を含む。）を含む。

令和3年4月
学納金改定(3)

３　施設・設備の整備状況，経費

令和4年4月
専任教員1名の退職によ
る減少(4)

0.00㎡
97,234.98㎡
92,212.45㎡
90,888.74㎡

（94,629.31㎡）
（92,212.45㎡）
（90,888.74㎡）

218,901.27㎡
230,432.27㎡
230,469.28㎡

0.00㎡

計

97,234.98㎡
92,212.45㎡
90,888.74㎡

0.00㎡

（0.00㎡） （0.00㎡）

校
　
　
地
　
　
等

専　　　用 共　　　用
共用する他の
学校等の専用

共　　　用

小　　　計

(１)

区　　　　　分

112,417.06㎡
123,948.06㎡
125,801.95㎡

内　　　　　　　　　　　　　　　　　容

専　　　用

学生１人当り
納付金

第１年次 第２年次 第３年次

1,676千円
1,620千円

1,476千円
1,380千円

第４年次 第５年次

（393,515 〔79,944〕）
（504,821 〔93,152〕）
（457,702 〔95,615〕）
（625,333〔115,266〕）

218,901.27㎡
230,432.27㎡
230,469.28㎡

語学学習施設

（補助職員　0人）

3室
5室

情報処理学習施設

12室
13室

　　　　　　5....
（補助職員　7人）

（9）

0.00㎡

区　　 分

点

112,417.06㎡
123,948.06㎡
125,801.95㎡

19,288〔16,534〕
16,642〔13,232〕
16,093〔12,440〕
19,934〔15,827〕

106,484.21㎡
104,667.33㎡

0.00㎡

講　義　室

98室
103室

31,023.80㎡
33,538.80㎡

0.00㎡

368,504 〔67,909〕
504,821 〔93,152〕
468,482 〔95,441〕
643,507〔115,480〕

図　　書 学術雑誌

〔うち外国書〕

〔うち外国書〕

そ　の　他

合　　　計

運動場用地

1,918
1,971
2,285
2,954

(３) 教　　室　　等

演　習　室

電子ジャーナル

(４) 専任教員研究室

（393,515 〔79,944〕）
（504,821 〔93,152〕）
（457,702 〔95,615〕）
（625,333〔115,266〕）

（19,288〔16,534〕）
（16,642〔13,232〕）
（16,093〔12,440〕）
（19,934〔15,827〕）

50室
29室
31室

新設学部等
の名称

〔うち外国書〕

5,957千円

37,234
38,242
39,110
40,153

17,462〔15,897〕
13,983〔12,395〕
12,226〔10,936〕
16,190〔14,251〕

（19,288〔16,534〕）
（16,642〔13,232〕）
（16,093〔12,440〕）
（19,934〔15,827〕）

5,957千円(８)

(６) 図　　書　　館

教員１人当り研究費等

6,781.14㎡
8,609.88㎡
8,462.33㎡
8,834.99㎡

(７) 体　　育　　館

完成年度

955席
923席
919席

1,191席

面　　　　　積

区　　分

閲 覧 座 席 数

面　　　　　積

点

5,957千円

大学全体
令和4年5月
キャンパス再整備に伴う変更(4)
令和3年5月
施設移転及び校舎建替工事に伴
う変更(3)
令和2年5月
精査に伴う減少(2)

大学全体
令和4年5月
キャンパス再整備に伴う変更(4)
令和3年5月
令和元年東日本台風による被災
箇所の一部復旧及び座席数調整
に伴う増加(3)
令和2年5月
令和元年東日本台風による被災
状況等の反映に伴う減少(2)

学科単位での特定不
能なため、大学全体
の数

令和4年5月
令和3年度実績の反映、
令和元年東日本台風によ
る被災状況の確定、キャ
ンパス再整備に伴う変更
(4)

令和3年5月
令和2年度実績及び令和
元年東日本台風による被
災状況等の反映に伴う変
更(3)

令和2年5月
令和元年東日本台風によ
る被災状況等の反映に伴
う減少(2)

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに変更のあったものについては、変更部分を赤字で見え消し修正するとともに、
　　　　その理由及び報告年度「（４）」を「備考」に赤字で記入してください。
　　　　　なお、昨年度の報告において赤字で見え消しした部分については、見え消しのまま黒字にしてください。

　　　・　運動場用地が校舎敷地と別地にある場合は、その旨（所要時間・距離等）を「備考」に記入してください。
　　　　項目はＡＣ対象学部等の数値を記入してください。）
　　　　複数の様式に分ける必要はありません。なお、「（１）校地等」及び「（２）校舎」は大学全体の数字を、その他の

　　　・　校舎等建物の計画の変更（校舎又は体育館の総面積の減少、建築計画の遅延）がある場合には、「建築等設置計画変更書」
　　　　を併せて提出してください。
　　　・　国立大学については「（８）経費の見積り及び維持方法の概要」は記載不要です。

　　　・　「(５)図書・設備」については、上段に完成年度の予定数値を、下段には令和４年５月１日現在の数値を記入してください。

（37,234）
(38,242)
(39,110)
(40,153)

368,504 〔67,909〕
504,821 〔93,152〕
468,482 〔95,441〕
643,507〔115,480〕

（17,462〔15,897〕）
（13,983〔12,395〕）
（12,226〔10,936〕）
（16,190〔14,251〕）

（1,742）
（1,971）
（1,935）
（2,558）

（1,742）
（1,971）
（1,935）
（2,558）

（17,462〔15,897〕）
（13,983〔12,395〕）
（12,226〔10,936〕）
（16,190〔14,251〕）

3,867.93㎡
3,711.82㎡
4,773.11㎡

令和4年4月
キャンパス再整備に伴う
増加(4)
令和3年5月
校舎建替計画の反映に伴
う増加(3)
令和2年5月
精査に伴う増加(2)

機械・器具

17,462〔15,897〕
13,983〔12,395〕
12,226〔10,936〕
16,190〔14,251〕

31,023.80㎡
33,538.80㎡

0.00㎡

実験実習室

（37,234）
(38,242)
(39,110)
(40,153)

0.00㎡

開設前年度 完成年度

270,341冊
475,811冊
567,036冊

0.00㎡
106,484.21㎡
104,667.33㎡

190室
199室

開設年度

（9）

収 納 可 能 冊 数

1,918
1,971
2,285
2,954

37,234
38,242
39,110
40,153

9

バスケットコート 2面
フットサルコート 1面

体育館以外のスポーツ施設の概要

トレーニングルーム　2面
テニスコート　　　　5面
　　　　　　　　　　9面
　　　　　　　　　 12面

0.00㎡
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４．既設大学等の状況

大 学 の 名 称 　東　京　都　市　大　学 学生募集停止学科数 4
平均入学定員超
過率1.3倍以上の
学科等数

0 備　　考

既設学部等の名称
修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

学位又
は称号

平均入学
定員

超過率

令和４年度
入学定員
超過率

定員変更
年度

（AC期間の
学科のみ）

開設
年度

所　在　地

年 人 年次 人 倍 倍 年度 年度 年度

人

理工学部 4 620 － 2,640 － 1.02 1.09 － 昭和24
世田谷区
玉堤1-28-1

　機械工学科 4 120 － 480 学士
(工学)

0.97 0.90 － 昭和24

　機械システム工学科 4 110 － 440 学士
(工学)

1.01 1.08 － 平成 9

　電気電子通信工学科 4 150 － 600 学士
(工学)

1.01 1.11 － 昭和24

　医用工学科 4 60 － 240 学士
(工学)

1.05 1.16 － 平成19

　応用化学科 4 75 － 300 学士
(工学)

1.05 1.22 － 平成 9

　原子力安全工学科 4 45 － 180 学士
(工学)

1.06 1.11 － 平成20

　自然科学科 4 60 － 180 学士
(理学)

1.07 1.20 － 令和 2

　建築学科 4 － － 120 学士
(工学)

－ － － 昭和32
令和２年度
学生募集停止

　都市工学科 4 － － 100 学士
(工学)

－ － － 昭和32
令和２年度
学生募集停止

建築都市ﾃﾞｻﾞｲﾝ学部 4 220 － 660 － 1.04 1.15 － 令和 2
世田谷区
玉堤1-28-1

　建築学科 4 120 － 360 学士
(工学)

1.06 1.18 － 令和 2

　都市工学科 4 100 － 300 学士
(工学)

1.03 1.12 － 令和 2

情報工学部 4 180 － 780 － 1.02 1.03 － 平成19
世田谷区
玉堤1-28-1

　情報科学科 4 100 － 400 学士
(工学)

1.03 1.07 － 平成19

　知能情報工学科 4 80 － 320 学士
(工学)

1.01 1.00 － 平成19

　情報通信工学科 4 － － － 学士
(工学)

－ － － 平成19
平成31年度
学生募集停止

　自然科学科 4 － － 60 学士
(工学)

－ － － 平成21
令和２年度
学生募集停止

環境学部 4 180 － 680 － 1.03 1.05 － 平成25
横浜市都筑区
牛久保西3-3-1

　環境創生学科 4 90 － 360 学士
(環境学)

1.02 1.01 － 平成25

　環境経営ｼｽﾃﾑ学科 4 90 － 320 学士
(環境学)

1.03 1.08 令和 3 平成25 定員変更(20)

メディア情報学部 4 190 － 740 － 1.08 1.04 － 平成25
横浜市都筑区
牛久保西3-3-1

　社会メディア学科 4 90 － 360 学士
(社会情報学)

1.03 1.06 － 平成25

　情報システム学科 4 100 － 380 学士
(情報学)

1.12 1.02 令和 3 平成25 定員変更(10)

都市生活学部 4 160 － 640 － 1.04 1.05 － 平成21
世田谷区
玉堤1-28-1

　都市生活学科 4 160 － 640 学士
(都市生活学)

1.04 1.05 － 平成21

人間科学部 4 100 － 400 － 1.04 1.02 － 平成21
世田谷区
玉堤1-28-1

　児童学科 4 100 － 400 学士
(児童学)

1.04 1.02 － 平成21

大学全体 4 1,650 － 6,540 － － － － － －
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大 学 の 名 称 学生募集停止学科数 3
平均入学定員超
過率1.3倍以上の
学科等数

5 備　　考

年 人 年次 人 倍 倍 年度 年度 年度

人

総合理工学研究科 － 314 － 666 － － － － 昭和41 世田谷区
玉堤1-28-1

　機械専攻
　　　（博士前期課程）

2 60 － 120 修士
(工学)

1.08 1.18 － 昭和41

　電気・化学専攻
　　　（博士前期課程）

2 66 － 132 修士
(工学)

1.37 1.43 － 平成21

　共同原子力専攻
　　　（博士前期課程）

2 15 － 30 修士
(工学)

1.16 1.26 － 平成22

修士
(理学)

　自然科学専攻
　　　（博士前期課程）

2 15 － 30 修士
(理学)

0.53 0.46 － 令和 2

　建築・都市専攻
　　　（博士前期課程）

2 54 － 108 修士
(工学)

1.02 1.18 － 昭和41

　情報専攻
　　　（博士前期課程）

2 66 － 132 修士
(工学)

1.22 0.95 － 平成21

　機械専攻
　　　（博士後期課程）

3 8 － 24 博士
(工学)

0.24 0.37 － 昭和43

　電気・化学専攻
　　　（博士後期課程）

3 8 － 24 博士
(工学)

0.62 0.62 － 平成21

　共同原子力専攻
　　　（博士後期課程）

3 4 － 12 博士
(工学)

0.25 0.25 － 平成22

博士
(理学)

　自然科学専攻
　　　（博士後期課程）

3 2 － 6 博士
(理学)

0.83 1.50 － 令和 2

　建築・都市専攻
　　　（博士後期課程）

3 8 － 24 博士
(工学)

0.45 0.50 － 昭和43

　情報専攻
　　　（博士後期課程）

3 8 － 24 博士
(工学)

0.41 0.50 － 平成21

　生体医工学専攻
　　　（博士後期課程）

3 － － － 博士
(工学)

－ － － 平成21 平成30年度
学生募集停止

　都市工学専攻
　　　（博士後期課程）

3 － － － 博士
(工学)

－ － － 昭和56 平成30年度
学生募集停止

　ｼｽﾃﾑ情報工学専攻
　　　（博士後期課程）

3 － － － 博士
(工学)

－ － － 平成18 平成30年度
学生募集停止

環境情報学研究科 － 30 － 62 － － － － 平成13

　環境情報学専攻
　　　（博士前期課程）

2 20 － 40 修士
(環境情報学)

1.42 1.15 － 平成13

　都市生活学専攻
　　　（博士前期課程）

2 6 － 12 修士
(都市生活学)

1.74 1.83 － 平成25

　環境情報学専攻
　　　（博士後期課程）

3 2 － 6 博士
(環境情報学)

3.16 2.00 － 平成17

　都市生活学専攻
　　　（博士後期課程）

3 2 － 4 博士
(都市生活学)

2.25 1.50 － 令和 3

大学院全体 － 344 － 728 － － － － － －

（注）・本調査の対象となっている大学等の設置者が既に設置している全ての大学、大学院、短期大学及び

　　　　高等専門学校についてそれぞれの学校ごとに、報告年度の５月１日現在の状況を記入してください（専攻科及び別科を除く）。

　　　・学部の学科または研究科の専攻等、「入学定員を定めている組織」ごとに全ての組織を記入してください。

　　　　※「入学定員を定めている組織」ごとには、課程認定等によりコース・専攻に入学定員を定めている

　　　　　場合を含めます。履修上の区分としてコース・専攻を設けている場合は含めません。

　　　・本年度ＡＣ対象となる学部等については、必ず下線を引いてください。

　　　・「平均入学定員超過率」には、報告年度（令和４年度）から起算した修業年限に相当する期間の

　　　　入学定員超過率の平均を記載してください。

　　　・「備考」の欄については、学年進行中の入学定員の増減や学生募集停止など、収容定員に影響のある情報を

　　　　記入してください。

　東　京　都　市　大　学　大　学　院

既設学部等の名称
修業
年限

入学
定員

定員変更
年度

（AC期間の
学科のみ）

開設
年度

所　在　地
編入学
定　員

収容
定員

学位又
は称号

平均入学
定員

超過率

令和４年度
入学定員
超過率

環境情報学専攻
 横浜市都筑区
 牛久保西3-3-1

都市生活学専攻
 世田谷区
 玉堤1-28-1
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５ 教員組織の状況 

 

個人情報を含むため非公開 



区　　　分
今後の

の実施計画

届　出　時

（令和元年）

設置計画履行状況

調　査　結　果

（令和２年）

設置計画履行状況

調　査　結　果

（令和３年）

　　　　具体的に記入してください。

　　　・　「設置計画履行状況調査結果」には、当該調査の実施年度の年を記入してください。

　　　・　「設置計画履行状況調査結果」には、当該年度の調査の結果、当該大学に付された指摘を

　　　　全て記入するとともに、付された指摘に対する履行状況等について、具体的に記入してください。

　　　　その履行状況等の参考となる資料があれば、添付してください。

　　　・　「履行状況」では、履行中であれば「履行中」、履行が完了していれば「履行済」を選択してください。

　　　・　該当がない場合には、「附帯事項等」の部分に「該当なし」と記入してください。

　　　　寄附行為変更の認可の申請に係る附帯事項を除く。） と、それに対する履行状況等について、

（注）・　「認可時」には、認可時または届出時に付された附帯事項（学校法人の寄附行為又は

６　附帯事項等に対する履行状況等

附　帯　事　項　等

該当なし

該当なし

履　行　状　況

該当なし
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設　置　時　の　計　画 変更内容・状況、今後の見通しなど

①　授業期間等 ①　授業期間等

　　１学期の授業期間　１４週 　　新型コロナウイルス感染拡大防止策の一環として、

　　１時限の授業時間　１００分 　　授業中に課すものに相当する課題研究等に代替する

　　ことで、単位の修得に必要な学修時間を確保するこ

　　とを前提に、１時限の授業時間等を以下のとおり変

　　更した。

　　■令和２年度前期

　　　１学期の授業期間　　１２週

　　　１時限の授業時間　１１０分

　　■令和２年度後期・令和３年度

　　　１学期の授業期間　　１４週

　　　１時限の授業時間　　９０分

　　なお、令和４年度は、設置時の計画に従って１時限

　　の授業時間等を設定している。

　　センターを設けている。

７　その他全般的事項

＜理工学部 自然科学科＞

（１） 設置計画変更事項等

①　実施体制

　ａ　委員会の設置状況

　　　教育改革を推進し教育の質的向上及び発展に資することを目的として設置された教育開発機構の元に、FD推進

（注）・　１～６の項目に記入した事項以外で、設置時の計画より変更のあったもの（未実施を含む。）

　　　　及び法令適合性に関して生じた留意すべき事項について記入してください。

（２） 教員の資質の維持向上の方策（ＦＤ・ＳＤ活動含む）

○東京都市大学教育開発機構規程

（設置）

第１条 東京都市大学（以下「本学」という。）に、教育開発機構（以下「機構」という。）を置く。

（目的）

第２条 機構は、本学における教育改革を推進し、教育の質的向上及び発展に資することを目的とする。

（機構長及び副機構長）

第３条 機構に、機構長及び副機構長を置く。

２ 機構長は、機構を統括し、機構を代表する。

３ 機構長は、副学長の中から学長が任命する。ただし、副学長を置いていない場合は、本学専任教授の中から学長が

任命する。

４ 機構長の任期は、機構長に副学長があたる場合を除いて２年とし、再任を妨げない。

５ 副機構長は、機構長を補佐し、機構長に事故あるときは、その職務を代行する。

６ 副機構長は、本学専任教授の中から学長が任命する。

７ 副機構長の任期は２年とし、再任を妨げない。

（組織）

第４条 機構に、次の組織（以下「各組織」という。）を置く。

(1) 数理・データサイエンス教育センター

(2) FD推進センター

(3) 教育開発室

(4) 教育アセスメント室

(5) ICT戦略室

２ 各組織の運営にあたり必要な事項は、別に定める。

（センター長及び室長）

第５条 前条に掲げる各組織に、センター長又は室長（以下「責任者」という。）を置く。
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　　■全学FD・SDフォーラムの開催

　　　本学全専任教職員を対象として実施し、参加率は９割以上となる年間で最大のFD行事である。令和３年度の第

　　１部は、「ハラスメントを考える　―学生中心の学びに向けた教育文化醸成のために―」と題して、第２部は、

　　「都市大の新しい教育へのチャレンジ」と題して開催した。

　　■学生FD＆授業改善セミナーの開催

　　　本学における教育活動の質的向上を図るにあたって、学生の意見も反映させることを目的として、学生FD委員

　　を公募している。学生FD委員は、教職員と学生との協働FD懇談会に参加し、学生個々の実感を教員に投げかけて

　　議論することで、教育改善に貢献している。

　　■授業相互参観週間の実施

　　　例年、各教員が相互に授業を見学することにより、授業の内容及び方法の改善に繋がる気付きや発見が可能と

　　となるよう、原則として全ての開講授業を公開し、自由に見学できる期間を設けている。

　　　教員には、年間を通じて最低１回以上のFD参加を義務付けていることから、参加率は概ね100％を達成してい

　　る。

　　　各種刊行物を通して、教育改善に関する情報共有及び理解の浸透を図るとともに、全学的な取り組みと各学部・

　　学科等における独自の取り組みの相互活性化に繋げている。

　ｄ　実施結果を踏まえた授業改善への取組状況

　　■授業相互参観週間の実施

　ｂ　実施方法

　ｃ　開催状況（教員の参加状況含む）

　ｂ　委員会の開催状況（教員の参加状況含む）

　　　令和３年度は、９回の会議を実施した。８名の教員により組織されており、会議の参加率は、約８割であった。

　　■教職員と学生との協働FD懇談会の開催

　ｃ　委員会の審議事項等

　　　FD推進センターでは、全学的なFDに関する活動の企画及び立案、その実施までを担っている。また、各種刊行

　　物を通して、学内外にその内容を広報しており、教育改善に関する情報共有及び理解の浸透を図るとともに、全

　　学的な取り組みと各学部・学科等における独自の取り組みの相互活性化に繋げている。

②　実施状況

　ａ　実施内容（以下は、主要なものである。）

　　■全学FD・SDフォーラムの開催

（室員）

第６条 各組織に室員を置く。

２ 前項の室員以外に、機構長の判断により機構全体又は特定の任務に当たる室員を置くことができる。

３ 室員は、機構長が本学教職員の中から指名する。

４ 室員の任期は２年とし、再任を妨げない。

５ 機構長は、室員の中から副センター長又は副室長（以下「副責任者」という。）を指名することができる。

（運営会議）

第７条 機構に、教育開発機構運営会議（以下「運営会議」という。）を置く。

２ 運営会議は、機構長が招集し、議長となる。

３ 運営会議は、次の者で構成する。

(1) 機構長

(2) 副機構長

(3) 責任者

(4) 副責任者

(5) 業務若しくは役割に応じて機構長が必要と認める室員

４ 運営会議は、前項に定める構成員の３分の２以上の出席で成立し、議事は出席構成員の過半数により決する。

５ 機構長は、必要に応じて第３項に定める構成員以外の者を会議に出席させることができる。

（連携）

第８条 機構は、第２条の目的を達成するため、学部学科及びその他の学内組織と緊密な連携を図るものとする。

（所管部署）

第９条 この規程の所管部署は、事務局教育支援センターとする。

（改廃）

第10条 この規程の改廃は、学長会議の議を経て、学長が行う。
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　　　アンケート結果は、匿名化したうえで原則として開示し、各学部・学科のWebページや各授業科目のシラバス、

　きる人材や広範な理学分野の学術的発展に寄与する調査分析能力を身につけた人材を育成することで、複雑化および

　多様化する社会に柔軟に対応できる人材や科学と社会の架け橋となって人類の持続可能な進歩や福祉に貢献する人材

　を養成する」ことを人材の養成及び教育研究上の目的としている。

　　設置計画に基づき、令和４年４月までの期間において設置の趣旨・目的が達成できるよう以下の取り組みを進めた。

①　設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見

　知識の涵養により、総合的な見識と健全な判断力を醸成し、自然科学における様々な現象を理学的視点により探究で

　　等を把握するとともに、授業に対する学生の意見を取り入れることで授業改善に活用している。

　　理工学部自然科学科では、「物理学・化学・生物学・地球科学・天文学及び数学といった自然科学に関する幅広い

（注）・「①ａ　委員会の設置状況」には、関係規程等を転載又は添付すること。

　　　　「②実施状況」には、実施されている取組を全て記載すること。（記入例参照）

（４） 自己点検・評価等に関する事項

（３） 教育課程連携協議会に関する事項

　※専門職大学、専門職短期大学、専門職学科、専門職大学院以外は「該当なし」と記入ください。

　■学生募集

　　新型コロナウイルス感染拡大防止のため、学生確保に向けた一部のイベントは、オンライン型に切り替えて実施し

　た。具体的には、オンラインオープンキャンパス等を行い、本学科が養成する人材像とアドミッションポリシーの浸

　透を図った。その結果、入試志願者数は984名、志願倍率は2.9倍となった。

　■新入生オリエンテーション

　　令和４年４月に、新入生向けオリエンテーションとしてクラス担任ガイダンスや履修指導、フレッシャーズキャン

　プ（宿泊なし）を行った。新型コロナウイルス感染拡大を防ぐため、対面とオンラインを併用したハイブリッド型に

　よって実施した。９割以上の新入生が対面で参加した。オンラインとしては双方向通信アプリを用いた。今後、新型

　コロナウイルスが感染拡大する可能性もあり、大学との情報のやり取りを確実に行うため、オリエンテーション期間

　中に特に情報機器の取り扱いについての指導を丁寧に行った。

　　また、フレッシャーズキャンプでは、新型コロナウイルス感染予防策を十分に講じた上で、本学の近隣にある等々

　力渓谷その他の自然観察を目的としてフィールドワークを実施した。

　■特徴的な授業の開講

　　当学科では、新型コロナウイルス感染予防策を十分に講じた上で以下のような特徴的な授業を開講することで、実

　験・実習・演習等を通じて、自然科学の総合的な見識と判断力の醸成へ導いた。

該当なし

　　教職員と学生との協働ＦＤ懇談会をはじめとしたイベント等を通して、学生へのフィードバックを行っている。

③　学生に対する授業評価アンケートの実施状況

　ｂ　教員や学生への公開状況、方法等

　ａ　実施の有無及び実施時期

　　　各学期終了時に、原則として全ての科目を対象に「学生による授業評価アンケート」を行い、学生の学修実態
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　的を達成できるよう尽力する。

※設置計画が各大学等が社会に対して着実に実現していく構想を表したものであることに鑑み、

　設置計画履行状況報告書については、各大学等のウェブサイトに公表するなど、積極的な情報提供をお願いします。

　ａ　公表予定の有無　　〔　　　有　　　〕

≪ａで「有」の場合≫

　ｂ　公表（予定）時期　〔　調査結果公表後１ヶ月以内　〕

　　　　いて記入してください。

（５） 情報公表に関する事項

（注）・　設置時の計画の変更（又は未実施）の有無に関わらず記入してください。

　　　　また、「①　設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見」については、できるだけ具体的な根拠を

　　　　含めて記入してください。

　　・大学ホームページ上に公開予定（令和４年８月末を予定）

③　認証評価を受ける計画

　　・令和５年に評価機関（公益財団法人大学基準協会）の評価を受ける予定

　ｃ　公表方法　　　　　〔　ウェブサイトへの掲載　〕

　（専門職大学、専門職短期大学、専門職大学院については、機関別認証評価と分野別認証評価それぞれの受審計画について記載してください。）

○　設置計画履行状況報告書（令和４年度）

　　・令和４年８月１日　公表

　ｂ　公表方法

　　　　　なお、「②　自己点検・評価報告書」については、当該調査対象の組織に関する評価内容を含む報告書につ

②　自己点検・評価報告書

　ａ　公表（予定）時期

　・自然科学科実験及び演習

　　　当学科での研究に必要となる分析手法の修得を目的とする科目である。熱分析，元素分析，赤外分光分析，液体

　　クロマトグラフ，ガスクロマトグラフ質量分析などの機器分析法のほか，力学的特性や電気的特性の評価方法を指

　　導した。また，これらの分析結果を考察するために，コンピュータを用いたデータ処理，データベースを利用した

　　既知化合物の検索，計算化学的手法による未知化合物の構造予測などについて解説した。

　・野外調査法及び実習(1)

　　　野外調査の基礎を現地での実習で学ぶ科目である。分析機器・測量器具・採取道具等の機器の取り扱いについて

　　習熟すると共に、地形図の読図・空中写真の判読法など、野外調査のために必要な最低限の技術を指導した。

　　設置の趣旨・目的を達成するための取り組みは、概ね順調に進捗している。今後とも、引き続き、設置の趣旨・目
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